
居
延
漢
簡
に
み
る
候
官
に
つ
い
て
の
一
試
論

一
破
城
子
出
土
の
く
詣
宮
V
簿
を
中
心
と
し
て
i

へ
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居延漢簡にみる候官についての～試論（永田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

門
要
約
】
建
国
い
ら
い
何
奴
の
攻
勢
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
漢
王
朝
は
、
武
豊
の
時
に
い
た
っ
て
反
撃
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
紀
元
前
一
一
五
年
に
は
飼

猫
を
河
西
の
地
か
ら
漠
北
に
逐
い
や
る
こ
と
に
成
功
し
、
こ
の
地
に
漸
次
張
液
、
酒
泉
、
敦
煙
、
武
威
の
い
わ
ゆ
る
河
西
四
郡
を
お
い
て
西
方
へ
の
交
通

路
を
開
く
と
と
も
に
、
飼
奴
に
対
す
る
守
り
を
か
た
め
た
。
当
時
、
居
延
は
張
抜
郡
の
北
部
に
位
置
す
る
最
前
線
の
防
衛
基
地
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
〇

年
に
こ
こ
か
ら
多
数
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
が
居
延
漢
簡
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
嘉
時
の
甲
渠
候
官
の
専
心
か
ら
出
土

し
た
仮
に
「
議
官
」
簿
と
よ
ぶ
一
群
の
簿
録
の
検
討
か
ら
、
従
来
ほ
と
ん
ど
賜
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
聴
官
の
機
能
と
職
掌
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の

結
果
、
贈
官
は
基
本
的
に
は
都
尉
府
と
前
線
の
虫
除
…
と
の
中
間
に
あ
っ
て
候
除
…
を
統
轄
し
、
都
尉
府
の
命
令
を
候
除
…
に
伝
え
、
ま
た
前
線
の
状
況
を
都
鮒

府
に
報
告
す
る
パ
イ
プ
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
運
営
に
嶺
っ
て
は
頻
繁
に
定
心
を
ひ
ら
い
て
命
令
を
徹
底
さ
せ
、
候
黙
よ
り
提
出
さ
れ
る
各
種
報

告
類
に
は
厳
重
な
査
察
を
加
え
、
吏
卒
の
違
反
や
怠
慢
を
厳
し
く
監
視
し
た
。
ま
た
候
除
…
の
吏
卒
の
勤
務
上
の
あ
ら
ゆ
る
事
務
手
続
は
す
べ
て
候
官
で
処

理
さ
れ
た
が
、
候
官
は
同
時
に
食
糧
を
配
給
す
る
ほ
か
、
内
郡
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
賦
銭
を
管
理
し
、
賦
銭
に
よ
っ
て
候
黙
の
必
需
品
を
購
入
し
供
給
す

る
重
要
な
兵
姑
基
地
で
も
あ
り
、
軍
事
地
帯
に
お
け
る
公
私
の
経
済
生
活
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
六
巻
五
号
　
一
九
七
三
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
一
九
三
〇
年
に
内
蒙
古
の
エ
チ
ナ
河
畔
で
い
わ
ゆ
る
居
揚
足
簡
が
発
見
さ
れ
て
い
ら
い
、
す
で
に
半
世
紀
ち
か
く
な
る
。
其
の
間
、
漢
代
史
　
σ

を
解
明
す
る
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
が
、
資
料
の
性
質
上
、
と
り
わ
け
田
代
辺
境
の
軍
事
組
織
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
重
　
鵬

雫



　
　
　
①

要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
漢
代
河
西
四
々
の
一
つ
張
抜
郡
に
お
い
て
は
、
張
抜
太
守
府
の
も
と
、
北
の
居
延
と
南
の
肩
水
と
に
都
尉
府
を

置
い
て
こ
れ
を
二
大
軍
事
基
地
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
尉
府
の
も
と
に
は
数
個
の
候
官
を
配
し
、
候
官
の
下
に
は
さ
ら
に
候
、
黙
を
置
き
、
都

尉
府
－
候
官
一
候
1
一
黙
と
い
う
一
連
の
緊
密
な
軍
事
組
織
で
も
っ
て
飼
奴
に
対
す
る
前
線
の
守
備
を
固
め
て
い
た
。

　
都
尉
府
の
長
官
は
都
尉
で
あ
る
。
都
尉
は
一
軸
の
軍
事
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
が
、
張
藪
郡
に
お
け
る
居
延
と
落
水
の
ご
と
く
、
辺
郡
で
は

一
節
に
数
都
尉
が
お
か
れ
、
秩
は
太
守
に
つ
ぐ
比
二
千
石
で
あ
っ
た
。
都
尉
の
下
に
は
副
官
と
し
て
丞
が
あ
り
、
他
に
は
武
官
と
し
て
は
司
馬
、

千
人
、
文
官
に
は
橡
、
曹
史
、
卒
史
、
属
、
書
佐
な
ど
が
あ
っ
た
。
辺
郡
の
都
尉
府
が
防
衛
軍
の
後
方
基
地
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
防
衛
軍
の
最

前
線
に
あ
っ
た
の
が
候
、
黙
で
あ
っ
た
。
候
に
は
候
長
の
ほ
か
に
士
吏
と
書
記
と
し
て
候
史
が
お
り
、
黙
に
は
責
任
者
と
し
て
黙
長
が
お
か
れ

て
い
た
。
そ
し
て
候
に
は
十
名
前
後
、
除
恥
に
は
三
～
五
罪
前
後
の
成
卒
が
配
置
さ
れ
、
彼
ら
は
監
視
哨
を
中
心
に
日
夜
敵
の
襲
撃
を
見
張
る
と

と
も
に
、
有
事
の
際
に
は
都
尉
府
な
ど
後
方
の
主
力
部
隊
に
伝
達
す
る
重
要
な
使
命
を
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
候
や
黙
の
実
際
の
運

営
に
あ
た
っ
て
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
が
、
候
宮
で
あ
っ
た
。

　
居
愈
愈
簡
で
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
北
の
居
延
都
尉
府
の
下
に
は
珍
碁
子
官
、
光
井
候
官
、
居
延
候
官
、
甲
渠
候
官
の
四
橡
麺
が
あ
り
、
南

の
肩
水
都
思
懸
の
下
に
は
藁
佗
候
官
、
望
地
各
論
、
電
畜
重
三
の
三
候
官
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
候
官
の
長
を
候
ま
た
は

面
上
と
い
っ
た
。
王
国
維
は
『
流
沙
墜
簡
』
の
中
で
『
続
漢
書
』
百
官
志
の
「
大
将
軍
の
営
は
五
部
、
部
ご
と
に
校
尉
一
人
あ
り
て
比
二
千
石
、

軍
司
馬
一
人
あ
り
て
比
千
石
な
り
。
部
の
下
に
曲
あ
り
、
曲
に
軍
校
一
人
あ
り
て
比
六
百
石
な
り
」
と
い
う
文
を
引
用
し
、
　
「
都
尉
の
名
と
秩

は
校
尉
に
対
比
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
都
尉
の
下
の
候
官
は
校
尉
の
下
の
軍
校
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
候
を
比
六
百
石
の
官
に
あ
て
て

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
る
。
事
実
、
居
悪
漢
簡
の
中
に
は
「
右
生
平
一
人
、
秩
比
六
百
石
」
と
明
記
し
た
簡
が
あ
り
、
王
氏
の
仮
説
を
う
ら
づ
け
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
候
官
に
は
副
官
と
し
て
尉
i
塞
尉
、
黒
門
と
も
い
う
t
が
あ
り
、
武
宮
に
は
士
史
、
文
官
と
し
て
令
史
、
尉
史
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
若

干
名
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
成
卒
を
加
え
る
と
、
候
官
の
吏
卒
は
お
よ
そ
一
〇
〇
名
前
後
と
い
う
の
が
規
模
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
霞
官
が

104　（726＞
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居延漢簡にみる候官についての一試論（永田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

管
轄
す
る
候
黙
の
数
は
、
た
と
え
ば
甲
渠
候
官
の
場
合
で
は
少
く
と
も
候
が
コ
ニ
、
黙
が
九
二
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
い
ま
仮
に
候

に
は
弓
長
、
苗
字
、
候
史
各
一
名
と
戌
卒
一
〇
名
、
黙
に
は
黙
長
一
名
と
戌
卒
四
面
が
い
た
と
し
て
計
算
す
る
と
、
酋
長
以
上
の
吏
は
一
＝
二

名
、
世
盛
は
四
九
八
名
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
一
巡
官
の
管
轄
す
る
候
黙
に
は
お
よ
そ
＝
二
〇
名
前
後
の
吏
と
五
〇
〇
名
前
後
の
戌
卒
が
配

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
が
候
官
の
構
成
と
規
模
の
概
略
で
あ
る
。
で
は
い
っ
た
い
、
こ
れ
ら
候
官
が
当
時
の
辺
境
防
衛
組
織
の
中
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
機

能
を
果
し
て
い
た
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
従
来
の
研
究
は
も
っ
ぱ
ら
候
黙
に
集
中
し
て
お
り
、
時
に
如
意
に
関
連
し
て
候
官
に
ふ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
部
分
的
に
し
か
す
ぎ
ず
、
血
止
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
候
や
黙
を
統
轄
す
る
哨
戒
基
地
で
あ
り
、
軍
事
基
地
で
あ
る
と
い
う
以
外
は
、

全
体
と
し
て
ほ
と
ん
ど
何
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
候
官
の
研
究
は
漢
簡
研
究
の
中
で
今
日
に
残
さ
れ
て
い

る
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
候
官
の
研
究
は
、
た
だ
単
に
前
漢
時
代
の
辺
境
に
お
け
る
軍
事
組
織
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
た
と
え
ば
『
続
漢
書
』
郡
寸
志
に
よ
る
と
、
上
郡
の
百
座
十
城
の
一
つ
に
候
官
が
あ
り
、
張
抜
属
国
の
五
城
の
一
つ
に
頬
被
が
ふ
く
ま
れ

る
な
ど
、
後
漢
時
代
に
な
る
と
重
々
は
県
と
圓
じ
一
行
政
単
位
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
る
よ
う
に
な
る
が
、
も
ち
ろ
ん
正
史
の
上
か
ら
は
そ
の
実

態
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
後
漢
時
代
の
こ
う
し
た
候
官
の
機
能
と
運
営
を
知
る
上
か
ら
も
、
漢
簡
に
も
と
つ
く
主
と
し
て
前
漢
期

の
候
官
の
研
究
が
必
須
の
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
候
宮
の
機
能
と
職
掌
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
方
法
論
と
し
て
は
、
候
宮

の
お
か
れ
た
遺
趾
か
ら
出
土
し
た
全
木
簡
を
綿
密
に
分
析
し
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
ま
居
延
毒
血
を
出
土
属
島
に
み
る
と
、
お
よ

そ
破
城
子
（
竃
午
α
霞
げ
⑦
内
冠
）
出
土
簡
が
五
二
〇
〇
点
、
地
湾
（
φ
昼
㌣
α
再
σ
o
荘
昌
）
出
土
簡
が
二
〇
〇
〇
点
、
大
八
（
8
霧
巴
貯
σ
q
ぎ
ム
旨
σ
Φ
｝
」
ぎ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

出
土
簡
が
一
五
〇
〇
点
、
瓦
因
托
尼
（
毛
ミ
魯
占
9
．
且
）
出
土
簡
が
三
〇
〇
点
、
其
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
破
誠
子
は
甲
渠
候
官
、
地

湾
は
上
水
候
官
、
士
爵
托
尼
は
最
北
候
官
が
お
か
れ
た
遺
肚
で
あ
る
か
ら
、
居
延
漢
簡
の
大
部
分
は
百
官
の
薄
荷
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
居
延
応
簡
を
出
土
地
別
に
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
候
官
文
書
を
整
理
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
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る
。
た
だ
こ
こ
で
た
だ
ち
に
出
土
地
別
に
候
官
文
書
を
取
り
上
げ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
の
小
論
は
、
そ
う
し
た
候
官
文
書
の
分
析
に

　
　
　
　
⑦

趣
き
だ
ち
、
破
城
子
す
な
わ
ち
甲
黒
髭
官
の
遺
祉
か
ら
出
土
し
た
仮
に
「
無
官
」
簿
と
よ
ぶ
一
群
の
巻
藁
の
検
討
を
通
じ
て
候
官
の
機
能
と
職

掌
の
一
端
を
さ
ぐ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
試
論
と
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
①
　
漢
簡
を
扱
っ
た
研
究
は
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
暴
論
と
し
て
　
　
　
　
③
　
簡
番
号
二
五
九
・
二
、
図
三
四
九
頁
、
甲
＝
三
跡
七
。

　
　
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
拙
稿
「
居
延
漢
簡
燵
黙
考
」
　
（
東
方
学
報
京
都
三
六
、
一
九
六
四
）
を
参
照
。

　
　
労
棘
「
従
漢
簡
所
見
之
辺
郡
制
度
」
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
八
　
　
　
　
⑤
　
切
。
o
o
。
ヨ
ヨ
曽
ω
鉾
α
ヨ
…
諺
『
。
げ
＄
。
一
。
σ
Q
一
畠
一
国
Φ
。
。
。
霧
。
冨
ぎ
誓
。
国
α
。
。
①
〒
Ω
巳

　
　
一
2
、
一
九
三
九
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
。
α
q
一
〇
戸
H
ロ
ロ
曾
嵐
。
口
σ
q
o
＝
P
b
。
く
。
す
ω
8
。
喜
9
日
お
ま
占
。
。
に
よ
る
。

　
　
賀
昌
箪
「
蜂
燧
考
」
国
立
北
京
大
学
四
十
百
年
記
念
論
文
高
麗
－
上
、
一
九
四
〇
。
　
　
　
⑥
　
陳
夢
家
「
漢
簡
事
前
」
　
（
考
古
学
報
一
九
六
三
－
一
）
に
よ
る
と
、
破
域
子
す

　
　
労
幹
「
釈
漢
代
葦
登
血
豆
蜂
燧
」
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
嘉
祥
一
九
、
　
　
　
　
な
わ
ち
A
8
の
第
一
、
第
二
発
掘
地
区
を
甲
塵
溜
官
あ
と
と
し
、
第
三
、
第
四
発

　
　
一
九
四
八
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
地
区
を
居
延
都
尉
府
あ
と
に
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
後
者
の
推
定
に
は
問
題

　
　
藤
枝
晃
「
長
城
の
ま
も
り
」
自
然
と
文
化
別
編
二
、
一
九
五
五
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
注
⑦
の
本
稿
に
て
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
同
「
漢
簡
職
官
表
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
創
立
廿
五
周
年
記
念
論
文
集
、
　
　
　
　
⑦
　
と
く
に
破
城
子
出
土
簡
に
つ
い
て
は
、
　
「
柔
革
勲
章
の
集
成
」
と
題
し
て
東
方

　
　
一
九
五
四
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
報
京
都
四
六
に
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

　
②
王
国
維
『
流
沙
墜
簡
』
燵
黙
類
六
。

106 （728）

二

昂

い
ま
仮
に
「
詣
官
」
簿
と
よ
ぶ
木
簡
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

1例

例
1
　
第
八
黙
長
宣
召
詣
官
六
月
壬
子
下
舗
入

二
五
四
・
一
九

図
二
九
九
　
甲
一
三
一
一



居延漢書にみる候官についての一試論（永田）

燐
蘂
．
．
…

例
黒
総〃
鱗
簸
護
鷲
鞭
」
議
縫
　
墾
鵠
歯
　
∵
．
「

　
例
2
　
第
廿
三
候
史
良
詣
官
学
部
吏
二
三
月
乙
酉
平
旦
入

　
は
じ
め
に
漢
簡
を
記
載
す
る
上
で
の
説
明
を
し
て
お
く
。

氏
の
付
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
上
の
数
字
は
発
掘
者
F
・
ベ
ル
グ
マ
ソ
氏
の
採
集
袋
の
番
号
、

号
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上
の
番
号
に
よ
っ
て
出
土
地
点
が
示
さ
れ
る
。

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
居
延
漢
簡
図
版
之
部
』

北
京
の
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
の
編
輯
の
も
と
に
出
版
さ
れ
た

読
し
が
た
い
文
字
を
示
し
、
簡
の
上
端
あ
る
い
は
下
端
が
切
断
し
て
い
て
字
数
が
不
明
の
場
合
に
は
Z
印
を
付
し
た
。

　
さ
て
こ
の
挿
図
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
字
は
幅
統
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
通
常
の
木
簡
の
上
半
分

に
書
か
れ
て
い
る
。
意
味
は
例
1
は
「
第
八
黙
の
甘
干
で
あ
る
宣
が
、
呼
出
し
を
う
け
て
官
に
出
頭
し
、
六
月
壬
子
の
日
の
下
餉
の
時
刻
に
入

っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
例
2
は
「
第
廿
三
竿
の
候
史
で
あ
る
良
が
、
官
に
出
頭
し
て
所
属
の
吏
の
俸
給
を
受
取
る
。
三
月
乙
酉
の
日
の

平
旦
の
時
刻
に
入
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
第
八
黙
、
第
寒
期
候
は
い
ず
れ
も
甲
渠
候
官
所
属
の
地
堤
で
あ
如
。
ま
た
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

簡
の
出
土
地
を
示
す
上
番
号
の
二
五
四
お
よ
び
一
六
八
、
二
二
四
が
い
ず
れ
も
甲
渠
候
官
の
お
か
れ
た
破
城
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
い

う
「
官
」
と
は
甲
渠
候
官
を
指
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
「
入
る
」
と
は
候
官
の
区
域
お
そ
ら
く
は
堂
々
の
門
な
ど
建
物
の
中
に
入
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
、
い
わ
ゆ
る
「
詣
官
」
簿
と
は
東
南
に
出
頭
し
た
際
の
一
種
の
着
到
簿
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
詣
官
」
簿
の
存
在
は
、
漢

代
こ
と
に
辺
境
軍
事
地
帯
に
お
け
る
往
来
、
通
行
の
厳
重
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
資
料
と
し
て
重
要
な
の
は
、
先
の
例
で
も
わ

導
爆
　
　
　
　
　
　
　
．
一
萬
講
萱
一
　
嚢
無
毒
、
，
壕
一
一

欝
琴

　　

@　
@　
@
乱
嘘
篤
嘘
嘱
馨
訊
惣
㎝
謬
鋭
　
鑓
荘
一
↑
綜
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
・
五
1
1
二
二
四
・
一
三
　
　
図
三
三
一
　
甲
九
六
七

　
　
　
　
例
1
の
場
合
、
簡
文
の
下
に
二
五
四
・
一
九
と
あ
る
の
は
簡
の
番
号
で
、
傅
振
倫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
の
数
字
は
同
一
袋
内
の
整
理
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
簡
番
号
の
下
の
図
二
九
九
と
あ
る
の
は
、
一
九
五
七
年
に
台
湾
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
虚
数
を
示
し
、
次
の
甲
＝
二
＝
と
あ
る
の
は
、
一
九
五
九
年
に

　
　
　
　
　
　
『
居
延
単
簡
飾
編
』
の
図
版
番
号
を
示
す
。
な
お
以
下
の
釈
文
で
□
印
は
釈
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か
る
よ
う
に
多
く
の
場
合
に
毒
魚
に
出
頭
し
た
用
件
な
い
し
は
目
的
が
併
記
さ
れ
て
い
て
、
候
官
の
機
能
を
知
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
稿
で
と
く
に
「
詣
官
」
簿
を
取
り
上
げ
た
理
由
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
近
年
、
M
・
ロ
ー
ウ
ェ
氏
は
大
著
『
漢
代
行
政
の
記
録
』
図
8
霞
畠
9
鵠
撃
》
α
琶
巨
ω
酔
重
訂
露
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
居
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

漢
簡
を
出
土
地
ご
と
に
書
式
別
に
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
こ
で
取
上
げ
よ
う
と
す
る
破
城
子
出
土
の
「
詣
官
」
簿
は
、
ρ
ー
ウ
ェ
氏
の

著
書
で
は
M
D
（
寓
甲
α
霞
旨
Φ
ご
貯
の
略
）
1
3
の
番
号
の
も
と
に
次
の
5
0
簡
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お
簡
文
の
上
の
記
号
と
番
号
は
、
こ
の
小
論

で
説
明
の
便
宜
の
た
め
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

13　12　11　10　987654321
第
十
三
黙
長
党
召
詣
宮
菜
月
癸
丑
蚤
食
入
　
　
　
　
　
二
六
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

城
北
候
長
克
職
事
数
琢
状
詣
官
自
鍛
八
月
甲
申
平
旦
入

驚
〃
十
・
七
候
長
譲
持
射
目
歪
爾
官
射
…
八
月
歯
偏
十
食
□
入

呑
遠
士
吏
褒
召
詣
官
八
月
甲
午
日
中
入
　
　
　
　
　
二
〇
三
・

図
長
□
詣
官
八
月
甲
午
下
舗
入
　
　
　
　
　
二
〇
三
・
六
四

第
廿
八
照
長
馬
萬
将
省
卒
詣
官
八
月
乙
未
蚤
食
入

臨
之
黙
長
威
為
部
市
薬
詣
官
封
符
八
月
戊
戌
平
旦
入

驚
虜
黙
長
詔
召
詣
・
官
八
月
戊
戌
平
旦
入
　
　
　
　
　
二
〇
三
・

鰯
虜
黙
長
房
召
詣
官
八
月
戊
戌
Z
　
　
　
　
　
一
七
六
・
三
九

Z
口
三
部
卒
詣
宮
稟
正
月
戊
寅
蚕
食
入

第
廿
三
煕
長
忠
行
塞
還
詣
官
正
月
戊
寅
腐
食
入

第
廿
二
黙
長
褒
調
守
臨
木
候
爵
詣
旧
正
月
辛
巳
書
舗
入

遮
要
候
長
上
官
客
召
詣
官
三
月
己
卯
平
旦
入
　
　
　
　
　
四
五
八
・

一
二
　
図
一
四
〇
甲
一
九
四

二
四
四
・
四
一
二
四
四
・
六

　
　
　
二
五
七
・
霊
二

二
〇
三
・
三
八
　
　
図
一
五
九

一
七
　
図
一
六
二

図
一
五
九

二
〇
三
・
｝
　
　
図
＝
二
一
二

　
二
八
六
・
一
一
　
　
甲
一
五
六
〇

一
一
　
図
＝
三
二

　
図
二
四
〇
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
潮
煙
〇
一
　
甲
＝
一
九
～

　
　
　
　
　
　
図
二
四
八

　
　
二
八
六
・
二
四
　
　
図
三
〇
一
　
甲
一
五
六
六

　
　
二
　
　
図
四
三
三
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居延漢簡にみる候官についての一試論（永田）

27　26　25　24　23　22　21　20　i9　18　17　16　15　14
L
2
8

L　　L
30　29

第
廿
三
候
史
良
詣
茸
雲
部
吏
奉
三
月
乙
酉
平
瓦
入

第
二
黙
．
長
褒
将
部
卒
詣
官
稟
三
月
丙
戌
鼠
食
入

第
廿
一
黙
長
尊
母
不
幸
死
二
士
取
寧
五
月
辛
巳
食
時
入

第
十
七
弓
長
輿
送
士
卒
詣
官
五
月
已
丑
蚤
食
入

Z
四
候
長
放
詣
官
六
月
辛
亥
蚤
食
入

三
礁
黙
長
良
召
詣
官
六
月
辛
亥
下
左
入

第
八
黙
長
宣
召
詣
官
六
月
壬
子
手
工
入

第
九
黙
長
宣
召
詣
官
六
月
壬
子
下
舗
入

第
一
黙
長
詔
将
部
卒
詣
官
稟
六
月
癸
二
三
旦
入

　
　
　
　
　
一
六
八
・
五
一
二
二
四
・
一
三
　
　
図
三
一
一
二

　
　
　
　
…
三
三
・
一
六
　
　
図
二
一
四
　
甲
七
六
九

　
　
　
　
　
　
　
一
＝
ハ
四
・
　
一
〇
　
　
　
図
二
一
九

　
　
　
四
人
　
　
　
　
　
二
五
四
・
一
五
　
　
図
二
二
九

五
二
五
・
五
　
　
図
二
六
〇
　
甲
二
二
九
七

　
一
六
八
・
一
八
　

図
三
一
＝
　
義
解
七
四

　
二
五
四
・
一
九
　

図
二
九
九
甲
＝
二
一
一

　
二
五
四
・
六
　
　
図
二
九
八
　
甲
一
二
九
九

　
　
　
　
二
五
四
・
八
　
　
図
二
二
九

　
　
　
　
　
八
九
・
一
一
　
　
図
二
三
四
　
甲
五
〇
八

　
　
　
二
五
四
・
二
　
　
一
二
九
九
　
甲
＝
一
九
八

二
八
六
・
二
一
　
　
甲
一
五
六
二

二
五
四
・
九
　

図
二
二
九

甲
九
六
七

甲
一
三
〇
七

第
十
四
黙
長
鳳
将
部
卒
詣
官
稟
六
月
癸
丑
平
旦
入

萬
歳
黙
長
放
将
□
詣
官
稟
六
月
癸
丑
平
旦
入

餅
庭
候
長
永
詣
官
六
月
癸
丑
食
時
入

図
候
史
良
召
詣
官
六
月
甲
寅
平
旦
入

呑
遠
候
長
放
昨
日
詣
官
上
功
不
持
射
具
当
会
月
廿
八
日
部
遠
不
及
到
部
謹
持
驚
詣
宮
射
七
月
丁
亥
蚤
食
入
，

　
図
一
六
二

□
□
候
長
□
二
巴
□
O
上
士
昼
鳶
善
良
□
□
違
警
□
臼
□
遠
不
周
到
部
謹
持
弩
詣
官
射
七
月
丁
亥
一
食
入

　
　
　
　
⑥

　
図
一
六
二

図
士
吏
曇
士
卒
還
詣
官
八
月
辛
未
同
坐
入
　
　
　
甲
封
高
恩
以
　
　
　
　
　
一
六
〇
・
七
、
昌
昌
一
二
〇
甲
二
四
三
〇

萬
歳
士
吏
就
対
府
還
二
瀬
十
月
庚
午
下
舗
入
　
　
　
　
　
二
六
六
・
四
　
　
図
三
＝
二
　
甲
一
三
九
一

二
〇
三
・
二
四

二
〇
三
・
一
八
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L　L　L
33　32　31LLLLLLLLLLLLLL　Z，48　47　46　45　44　43　42　41　40　39　38　37　36　35　34

第
□
候
長
諏
詣
官
上
功
□
多
面
口
□
十
一
月
甲
戌
蚤
食
入
　
　
　
　
　
二
〇
三
・
四
〇
　
　
図
一
五
九

察
微
黙
長
昌
将
省
卒
詣
官
十
一
月
甲
激
暑
旦
入
　
　
關
望
卒
趙
小
奴
十
二
月
正
月
繊
雲
　
　
　
　
八
九
・
五
　
　
図
二
三
四
　
甲
西
〇
六

第
十
候
史
股
省
伐
葉
者
第
十
三
縢
卒
高
鳳
去
作
亡
賜
中
部
阻
舎
闘
傷
男
徐
武
豊
状
詣
官
自
警
十
一
月
虚
器
食
坐
入
　
　
一
三
三
・
一
五

　
図
二
一
八
　
甲
七
六
五

　
　
　
　
　
　
　
⑦

第
乱
口
一
二
候
史
由
艮
艶
照
廷
受
部
古
入
臼
　
　
　
　
　
　
　
～
七
四
・
六
　
　
　
図
一
六
六
　
田
コ
九
八
八

日
吏
奉
十
一
月
庚
子
平
旦
入
　
　
　
　
　
一
七
四
・
一
〇
　
　
図
一
六
六
　
甲
九
八
八

図
　
　
　
　
十
二
月
甲
寅
免
食
入
　
　
　
　
　
四
八
二
・
八
　
　
図
四
三
三

第
十
七
候
畏
立
召
詣
官
十
二
月
己
巳
二
食
入
　
　
　
　
　
＝
ハ
一
・
七
　
　
図
三
〇
二
　
甲
九
五
八

Z
亥
下
舗
入
　
　
　
　
　
一
六
八
・
｝
五
　
　
図
三
一
二

第
一
黙
長
趙
並
初
除
詣
官
Z
　
　
　
　
　
二
八
七
・
二
二
　
　
図
四
四
四

［凶

a
食
入
　
　
　
　
　
二
八
七
・
一
六
　
　
図
三
三
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

臨
桐
黙
長
誼
□
召
詣
官
［
凶
　
　
　
　
　
　
八
八
・
工
四
　
　
二
三
　
O

Z
己
酉
日
下
舗
入
　
　
　
　
　
四
一
三
・
八
　
　
図
｝
〇
九

萬
歳
候
史
段
召
詣
官
□
月
甲
寅
平
二
曲
　
　
　
　
　
二
八
六
・
三
〇
　
　
図
二
四
二
　
甲
工
四
二
五

図
平
旦
入
　
　
　
　
　
一
七
八
・
二
六
　
　
図
二
八
九

図
木
候
長
王
客
詣
官
受
臼
　
　
　
　
　
二
＝
二
・
五
　
　
図
二
八
五

武
彊
黙
長
並
持
延
水
卒
責
銭
詣
官
閏
月
辛
繭
Z
　
　
　
　
　
二
三
一
二
天
　
　
図
二
八
四

第
六
除
…
長
護
将
部
卒
Z
　
　
　
　
　
五
九
・
｝
七
　
　
図
二
五
〇
　
甲
四
四
一

不
侵
候
長
婁
詣
Z
　
　
　
　
　
一
七
四
・
一
四
　
　
図
工
ハ
七
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引延漢簡にみる候官についての一試論（永田）

　
L
4
9
　
第
十
守
候
長
敵
詣
官
受
吏
奉
十
一
月
臼
図
　
　
　
　
　
一
七
四
・
九
　
　
図
【
六
七

　
L
5
0
　
第
四
候
長
放
召
詣
官
三
月
□
戌
図
　
　
　
　
　
五
二
・
六
二
　
　
図
一
八
八

こ
の
ほ
か
に
ロ
ー
ウ
ェ
氏
は
、
M
D
1
3
と
同
じ
書
式
の
破
城
子
出
土
簡
と
し
て
、
更
に
1
2
簡
を
追
加
し
て
い
る
。

　
L
5
1

　
L
5
2

　
L
5
3

　
L
5
4

　
L
5
5

　
L
5
6

　
L
5
7

　
L
5
8

　
L
5
9

　
L
6
0

　
L
6
1

　
L
6
2

し
か
し
、

簡
1
，

　
簡
2

　
簡
3

當
曲
黙
長
武
持
□
所
辟
火
報
士
官
九
月
丁
累
日
出
入
　
　
　
　
　
五
九
・
三
六
　
　
図
二
五
一

図
長
朱
就
持
尉
歯
茎
詣
官
紀
　
　
　
　
六
月
己
巳
蚤
食
入
　
　
　
　
　
九
五
・
三
　
　
図
二
八
○
甲
五
四
九

Z
月
丙
寅
日
中
入
　
　
　
　
　
二
〇
・
七
　
　
図
一
九
五
　
甲
六
二
〇

第
滑
二
黙
長
聖
初
除
詣
官
Z
　
　
　
　
　
一
一
五
・
一
　
　
図
一
八
五
　
甲
六
四
五

餅
庭
除
｛
艮
界
郵
尊
弛
繭
官
図
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
二
・
四
六
　
　
　
図
一
五
五

Z
詣
官
　
　
　
　
Z
　
　
　
　
　
二
二
〇
・
三
一
　
　
図
二
九
三

Z
長
呂
尚
詣
宮
室
　
　
　
　
　
正
月
［
凶
　
　
　
　
　
　
二
二
二
・
六
1
1
二
ニ
エ
・
七
　
　
図
一
七
九
　
甲
一
二
三
三

第
六
黙
長
□
将
省
卒
三
人
詣
宙
八
月
目
□
立
面
□
　
　
　
　
　
二
三
一
・
四
八
　
　
図
五
九
二

第
七
黙
長
宗
詣
官
□
□
□
十
月
甲
寅
三
食
入
　
　
　
　
　
二
五
八
・
二
　
　
図
二
三
五

Z
詣
官
還
負
銭
十
一
月
甲
戌
蚤
食
入
　
　
　
　
　
二
七
六
二
四
　
　
図
五
二
九

第
廿
四
黙
長
石
匡
史
還
詣
官
Z
　
　
　
　
　
四
八
一
・
一
B
　
　
図
｝
五
三

Z
　
　
正
月
戊
寅
臼
入
。
　
　
　
　
四
八
二
・
二
〇
　
　
図
五
〇
五

い
ま
全
破
城
子
出
土
簡
を
点
検
す
る
に
、
ロ
ー
ウ
ェ
氏
の
あ
げ
た
も
の
以
外
に
も
更
に
次
の
1
1
簡
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

當
曲
陳
｛
長
関
武
持
郵
書
詣
官
十
月
己
亥
蚤
食
入
　
　
　
　
四
六
・
六
　
　
図
三
四
五
　
甲
三
三
七

第
十
二
黙
長
長
詣
官
自
言
五
月
戊
子
飾
図
　
　
　
　
　
五
二
・
五
〇
　
　
図
一
九
〇
甲
三
七
三

三
光
六
黙
長
成
父
不
幸
耳
当
以
月
廿
五
日
葬
詣
官
需
急
四
月
乙
卯
蚤
食
入
　
　
　
　
　
五
二
・
五
七
　
　
図
一
九
〇
甲
三
六
三

111　（733）



　
簡
4
　
第
珊
八
黙
長
謡
母
死
詣
官
寧
三
月
臼
　
　
　
　
五
九
・
三
九
　
　
図
三
二
九
甲
四
二
八

　
簡
5
　
餅
庭
候
長
仁
将
部
吏
詣
官
七
月
辛
酉
耳
食
入
　
　
　
　
　
＝
三
・
二
七
　
　
図
一
三
六

　
簡
6
　
□
庭
士
吏
□
召
詣
官
十
一
月
図
　
　
　
　
二
一
四
・
六
一
　
図
四
四
九

　
簡
7
　
図
詣
官
受
十
一
月
奉
十
二
月
乙
巳
下
鮪
入
　
　
　
　
　
二
四
四
・
七
　
　
図
二
六
〇

　
簡
8
　
Z
長
忠
召
詣
官
□
［
］
□
□
□
Z
　
　
　
　
　
二
七
二
二
二
九
　
　
図
一
五
二

　
簡
9
　
餅
庭
候
長
詞
詣
官
受
部
禄
八
月
□
Z
　
　
　
　
　
三
一
二
・
一
八
　
　
三
二
五
六

　
簡
1
0
　
第
四
候
長
弘
候
史
臨
　
還
詣
官
五
月
丁
亥
下
舖
入
　
　
　
　
　
三
一
二
・
二
一
　
図
二
五
五

　
簡
1
1
　
第
十
候
長
忠
将
候
史
瀟
娩
詣
官
□
Z
　
　
　
　
　
一
二
三
・
二
四
　
　
図
一
二
九
甲
六
七
七

ま
た
多
く
の
「
千
官
」
簿
が
簡
の
上
端
か
ら
職
官
名
、
姓
名
も
し
く
は
名
、
　
「
詣
官
」
と
其
の
理
由
、
到
着
し
た
月
と
日
の
聖
子
、
時
刻
を
つ

づ
け
て
書
く
の
に
対
し
、
戸
ー
ウ
エ
琉
の
あ
げ
た
簡
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
L
3
6
馬
L
5
2
、
L
5
6
、
L
5
7
、
L
6
2
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
「
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

官
」
と
到
着
の
月
日
と
を
分
離
し
て
書
き
、
，
通
例
と
異
る
書
式
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
式
の
も
の
は
地
湾
繊
玉
簡
の
中
に
見
ら
れ
る

が
、
破
城
子
で
二
種
類
の
書
式
が
あ
る
の
は
、
い
ち
お
う
時
期
に
よ
る
相
違
か
も
し
く
は
記
録
者
に
よ
る
相
違
と
解
し
、
ロ
ー
ウ
ェ
氏
の
ご
と

く
こ
れ
を
同
じ
「
詣
官
」
．
簿
の
範
癖
に
入
れ
る
と
す
る
と
、
更
に
次
の
6
簡
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
簡
1
2
　
Z
□
　
　
　
　
六
月
辛
亥
入
　
　
　
　
　
五
八
・
　
八
　
　
五
二
〇
〇
甲
二
四
四
四

　
簡
1
3
　
Z
　
　
　
　
六
月
辛
亥
鮪
時
入
　
　
　
　
　
＝
五
・
二
　
　
図
一
八
五
　
甲
六
四
八

　
簡
1
4
　
図
還
詣
官
　
　
　
　
　
凶
　
　
　
　
　
＝
ニ
ニ
ニ
コ
　
　
図
～
四
八

　
簡
1
5
　
第
十
黍
候
長
趙
彰
詣
官
…
賜
労
　
　
　
　
図
　
　
　
　
　
二
一
〇
・
三
　
　
図
二
九
三

　
簡
1
6
　
Z
長
□
隆
召
詣
官
　
　
　
　
六
月
庚
戌
食
坐
入
　
　
　
　
　
二
三
一
・
四
九
　
　
図
二
八
三

　
簡
レ
　
　
Z
弛
醐
官
封
符
　
　
　
　
　
　
Z
　
　
　
　
　
　
　
　
四
［
八
二
・
　
一
六
　
　
　
図
四
＝
＝
二

112 （734）



居延漢簡にみる候宮についての一試論（永田）

そ
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
L
3
8
、
L
4
0
、

更
に
次
の
簡
を
追
加
す
べ
き
で
あ
る
。

L
4
2
、
L
4
4
、
L
5
3
、
L
6
2
の
よ
う
に
単
に
「
藏
時
入
」
を
以
て
「
詣
官
」
簿
の
断
片
と
す
る
な
ら
ば
、

　
簡
1
8
　
Z
亥
舖
坐
入
　
　
　
　
　
　
一
ゴ
ご
一
・
八
　
　
図
一
七
九

　
簡
1
9
　
図
餉
坐
入
　
　
　
　
　
五
二
・
一
八
　
　
図
一
八
九

　
以
上
、
書
式
の
上
か
ら
破
城
子
出
土
の
「
詣
官
」
簿
と
考
え
ら
れ
る
簡
を
列
挙
し
た
。
た
だ
こ
の
中
で
、
ロ
ー
ウ
ェ
氏
の
あ
げ
た
簡
の
う
ち

の
し
1
3
の
簡
は
、
上
番
号
四
五
八
か
ら
出
土
地
は
P
9
す
な
わ
ち
博
羅
松
治
（
切
O
噌
O
一
月
ω
O
コ
O
げ
）
で
平
井
候
官
の
夏
眠
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

破
城
子
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
居
延
漢
簡
中
、
い
わ
ゆ
る
「
詣
官
」
簿
で
出
土
地
の
判
明
す
る
も
の
は
、
こ
こ
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

げ
た
甲
羅
候
官
の
8
0
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、
他
に
肩
水
質
官
の
僅
か
に
2
例
が
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
こ
の
L
1
3
の
資
料
を
滑

井
候
官
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
　
「
詣
官
」
離
す
な
わ
ち
候
官
に
到
着
し
た
着
到
簿
が
甲
羅
や
肩
水
の
み
に
み
ら
れ
る
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
候
官
ご
と
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
よ
り
有
力
な
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

①
　
拙
稿
「
居
延
漢
簡
燵
黙
考
」
を
参
照
。

②
　
拙
稿
「
居
延
漢
巨
峯
無
考
」
注
⑤
を
参
照
。

③
　
「
入
」
の
解
釈
に
は
な
お
問
題
が
あ
る
。
敦
燵
漢
簡
に
も

　
大
煎
諸
膝
長
尉
良
持
器
詣
府
渠
月
戊
子
日
下
餉
墨
入
関
（
敦
四
三
六
）

　
の
よ
う
に
居
延
の
「
詣
官
」
簿
と
同
じ
書
式
の
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
府
は

　
玉
門
都
尉
府
、
関
は
玉
門
関
を
指
し
、
こ
れ
は
大
寄
都
詰
長
が
玉
門
都
尉
府
に
出

　
署
す
る
た
め
に
玉
門
闘
を
入
っ
た
記
録
で
あ
る
。
居
延
買
簡
で
も
た
と
え
ば
層
水

　
金
関
の
通
関
記
録
な
ど
、
た
だ
単
に
「
入
」
　
「
出
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
お
り
、
一

　
般
に
「
入
」
と
い
え
ぱ
関
門
を
入
る
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、

　
し
か
し
居
延
の
「
詣
官
」
簿
の
「
入
」
を
敦
煤
簡
と
同
様
に
「
入
関
」
の
意
味
に

　
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
根
拠
は
何
も
な
い
。
か
つ
て
こ
れ
を
居
延
県
索
関
を
通
過

　
し
た
記
録
と
し
た
が
ハ
濾
①
の
拙
稿
）
、
耶
渠
前
官
の
お
か
れ
た
破
城
子
か
ら
出
土

　
し
た
こ
と
を
有
力
な
証
拠
と
し
て
、
候
官
に
出
頭
し
た
際
の
着
到
簿
と
改
め
る
。

④
鑑
三
蚤
鉱
U
8
乏
⑦
嚇
”
①
o
霞
O
ω
9
缶
き
跨
O
ヨ
ぎ
剛
。
・
育
p
ぼ
8
嘘
ひ
。
〈
9
の
■

　
0
9
ヨ
鐸
試
σ
q
ρ
一
り
禽
■

⑤
　
饒
宗
願
氏
が
「
居
延
零
簡
」
（
『
目
許
論
古
飛
騰
刊
』
籠
二
期
所
収
、
一
九
五
七
）

　
で
紹
介
し
た
も
の
で
簡
番
号
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
出
土
地
は
不
明
で
あ
る
。
ロ

　
ー
ウ
ェ
氏
の
説
明
は
な
い
が
、
城
北
候
は
簡
番
号
二
〇
三
・
一
五
の
簡
に
よ
っ
て

　
甲
渠
候
官
所
属
の
候
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
破
城
子
出
土
簡
の
中
に
入

　
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑥
L
2
8
は
一
部
よ
ご
れ
の
た
め
に
文
字
が
判
読
で
き
な
い
が
、
L
2
7
と
ま
っ
た
く

　
同
文
と
み
な
さ
れ
、
い
ず
れ
か
が
本
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
い
ち
お
う
L
2
7

　
を
本
文
書
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

⑦
L
3
4
と
工
3
5
は
一
つ
の
簡
が
上
下
に
切
断
し
た
も
の
で
、
甲
編
に
は
下
山
し
た113 （735）



　
曝
版
を
の
せ
て
い
る
σ
な
お
し
3
4
の
「
詣
廷
」
と
い
う
言
い
か
た
は
他
に
例
が
な

　
い
。
内
容
は
吏
の
蒔
銭
を
受
取
か
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
支
払
日
所

　
は
後
述
の
よ
う
に
候
官
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
図
版
で
は
明
ら
か
に
「
廷
」
・

　
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
官
」
の
誤
記
か
、
あ
る
い
は
候
官
を
廷
と
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ

　
う
か
、
疑
問
と
し
て
残
し
て
お
く
。

⑧
　
地
湾
繊
土
簡
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
潮
水
右
後
刷
長
奨
褒
詣
府
対
功
曹
　
　
　
　
二
月
戊
午
平
且
入
　
　
一
五
・
二
五

　
図
一
〇
二

　
匿
　
　
二
月
丁
巳
平
墨
入
　
　
　
五
一
・
一
三
－
一
＝
二
二
一
五
　
図
一
四
五

⑨
注
⑧
を
参
照
。
な
お
出
土
地
不
明
の
簡
の
簡
番
号
を
あ
げ
て
お
く
。

　
七
山
・
一
〇
（
図
一
七
二
、
甲
六
四
八
）
　
七
八
・
一
三
（
図
一
七
二
）
　
三
九

　
五
・
一
二
（
図
一
〇
二
）
　
四
五
四
・
四
（
図
一
〇
七
）
　
四
五
四
・
一
一
（
図

　
一
〇
七
）
　
四
五
四
・
二
八
（
図
一
〇
七
）
　
四
五
九
・
二
（
図
五
三
）
　
四
八

　
六
・
三
（
図
三
〇
九
）

　
な
お
β
ー
ウ
ェ
氏
は
出
土
地
不
明
の
中
に
一
四
〇
二
九
（
図
四
一
六
）
を
加
え

　
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
書
式
が
異
り
、
別
の
種
類
の
文
書
で
あ
る
。

114　（736），

三

　
前
節
で
「
詣
宮
」
簿
の
書
式
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
次
に
「
盲
官
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
先
ず
第
一
に
、
候
官
に
出
頭
す
る
用
件
な
い
し
は
目
的
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が
「
召
さ
れ
て
官
に
詣
る
」
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
資
料
を

あ
げ
れ
ば
L
1
、
L
4
、
L
8
、
L
9
、
L
1
9
、
L
2
0
、
L
2
1
、
L
2
6
、
L
3
7
、
L
4
1
、
L
4
3
、
L
5
0
、
簡
6
、
簡
8
、
簡
1
6
が
こ
れ
に
該
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
。
こ
の
場
合
の
「
召
巳
と
釈
す
る
も
と
の
字
を
「
召
」
と
す
る
か
「
名
」
と
釈
す
る
か
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
労
蘇
氏
の
釈
文

お
よ
び
『
居
延
至
愚
甲
編
』
で
は
い
ず
れ
も
「
名
」
と
釈
す
る
の
に
対
し
て
、
ロ
ー
ウ
ェ
琉
は
す
べ
て
「
召
」
字
に
改
め
て
解
し
て
い
る
。
隷

書
で
「
召
」
と
「
名
」
と
が
混
同
し
て
い
る
例
は
、
た
と
え
ば
罫
引
の
中
で
「
孔
廟
関
守
廟
百
石
細
魚
碑
」
の
「
詔
」
の
字
の
つ
く
り
を
「
名
」

と
し
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
石
刻
と
異
り
木
簡
の
中
で
は
「
名
」
と
「
召
」
と
は
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
1
と
し
4
1
と
は
「
名
」
と
読
め
る
が
、
両
簡
と
も
図
版
を
み
る
か
ぎ
り
か
な
り
後
世
の
補
筆
が
入
っ
て
お
り
、
も
と
か
ら
「
名
」
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
例
が
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
こ
で
は
ロ
ー
ウ
エ
氏
の
釈
読
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
あ
げ
た
召
さ
れ
て
、
囁
す
な
わ
ち
呼
出
し
を
う
け
て
候
官
に
出
頭
す
る
場
合
に
、
い
ず
れ
も
用
件
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
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見
よ
り
す
る
に
そ
れ
に
は
二
つ
あ
ウ
た
と
暫
え
る
ひ
先
ず
顕
著
な
例
と
し
て
次
の
聴
を
あ
げ
よ
う
⇔

　
A
　
Z
郵
書
失
期
前
数
召
候
長
倣
至
愚
対
岸
　
Z
　
　
　
　
　
ご
一
三
・
五
五
　
　
図
一
五
五
　
甲
六
八
七

こ
こ
で
い
う
郵
書
失
期
と
は
、
具
体
的
に
は

　
B
　
臨
木
曽
我
等
誠
赦
北
国
卒
則
界
中
八
十
里
書
定
行
九
時
留
遅
一
時
解
何
　
　
　
　
　
一
三
三
・
二
三
　
　
図
取
一
六
　
甲
七
六
七

と
い
っ
た
書
微
の
内
容
と
セ
ッ
ト
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
時
辺
境
地
帯
に
お
け
る
文
書
の
逓
伝
に
は
、
事
故
防
止
の
た
め
に
、
た

と
え
ば
戸
惑
黙
か
ら
誠
敷
砂
黙
ま
で
の
八
十
里
は
九
時
と
い
う
よ
う
に
区
間
距
離
に
あ
わ
せ
て
所
要
時
問
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
実
際

の
逓
伝
に
際
し
て
は
、

・
璽
三
二
皆
都
尉
章
詣
叢
南
幌
歓
載
離
避
砺
欄
響
鯉
不
一
会
・
一
〒
四
九
二
三
図
一
四
二

の
よ
う
に
、
各
中
継
地
に
お
い
て
中
継
の
日
時
（
六
月
戊
申
夜
大
半
三
分
、
己
単
車
旦
一
分
な
ど
）
と
中
継
者
（
執
胡
脚
継
、
不
侵
卒
楽
、
誠

北
卒
良
な
ど
）
を
記
録
し
た
簡
を
所
定
の
区
間
ご
と
に
新
し
く
つ
け
か
え
な
が
ら
郵
便
物
と
と
も
に
伝
送
し
、
そ
の
記
録
が
完
了
す
る
と
後
日

の
証
拠
と
し
て
馬
騎
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
簡
A
は
そ
う
し
た
郵
便
の
伝
送
が
規
定
の
時
間
ど
う
り
に
行
わ
れ
ず
、
し
ば
し
ば
遅

延
す
る
こ
と
に
つ
い
て
園
長
の
倣
に
対
し
て
候
官
に
繊
頭
し
て
申
し
開
き
を
命
じ
た
、
い
わ
ゆ
る
召
喚
状
で
あ
る
。
同
様
に

　
D
　
詣
官
会
辛
亥
旦
須
有
所
験
貴
以
吃
為
解
　
　
　
　
　
二
五
九
・
＝
　
　
図
三
五
四

も
、
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
職
務
上
の
不
都
合
を
指
摘
さ
れ
、
三
塁
で
厳
重
に
調
査
す
べ
く
「
辛
亥
の
日
の
旦
に
会
せ
よ
」
と
日
時
を
指
定
し

て
候
官
へ
の
出
頭
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

　
E
　
Z
虚
積
八
日
解
何
甚
骨
状
激
到
Z
　
　
　
　
　
一
五
六
・
三
五
　
　
図
一
七
〇

は
勤
務
日
数
を
八
日
間
よ
け
い
に
申
告
し
て
い
た
の
が
暴
露
し
て
「
何
と
解
す
る
か
、
甚
だ
奨
状
な
り
」
と
厳
し
く
謎
遷
し
て
い
る
が
、
　
「
激

到
ら
ば
」
の
あ
と
は
、
こ
の
文
書
が
到
着
し
だ
い
期
日
ま
で
に
繊
頭
し
て
釈
明
す
る
よ
う
命
じ
た
文
辞
が
く
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
候
官
か
ら
の
喚
閥
に
感
じ
て
出
頭
し
た
の
が
「
召
さ
れ
て
官
に
詣
る
」
の
一
つ
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
召
さ
れ
て
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官
に
詣
る
」
の
中
に
は
、
先
ず
以
上
の
よ
う
に
下
官
か
ら
職
務
上
の
違
法
や
怠
慢
を
指
摘
さ
れ
、
喚
問
に
応
じ
て
釈
明
の
た
め
に
出
頭
し
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
虚
心
が
こ
う
し
た
呼
出
し
を
か
け
る
た
め
に
は
当
然
、
日
常
の
候
黙
の
勤
務
状
態
を
十
分
に
掌
握
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
逓
伝
の
記
録
は
そ
の
好
例
で
あ
る
が
、
居
延
に
お
い
て
は
漢
の
上
計
の
制
度
の
一
環
と
し
て
黙
単
位
あ
る
い
は
候
単
位
に
各
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
詳
細
な
記
録
を
つ
く
り
、
月
ご
と
に
簿
録
を
作
成
し
て
候
官
に
逐
一
報
告
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
成
卒
の
異
動
を
ま
と
め

た
「
在
否
名
籍
」
、
戌
卒
の
疾
病
や
治
癒
の
状
況
を
記
録
し
た
「
疾
病
簿
」
、
戌
卒
や
戌
卒
の
家
族
の
食
糧
配
給
台
帳
と
も
い
う
べ
き
「
卒
稟
名

籍
」
「
卒
家
黒
帯
名
籍
」
、
成
卒
の
雑
役
に
従
事
し
た
記
録
で
あ
る
「
無
難
」
、
候
黙
の
勤
務
の
中
で
も
特
に
重
要
な
毎
日
の
天
田
の
見
廻
り
に

関
す
る
「
黛
迩
簿
」
、
信
号
の
伝
達
を
記
録
し
た
「
挙
挙
」
、
設
備
品
の
台
帳
と
も
い
う
べ
き
「
守
禦
器
簿
」
並
に
そ
れ
ら
の
破
損
の
状
況
を
記

録
し
た
「
聾
心
簿
」
等
々
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
候
官
へ
の
報
告
は
、
単
に
簿
録
や
文
書
類
の
み
に
止
ら
な
か
っ
た
。
「
詣
官
」

簿
の
中
か
ら
い
え
ば
、
L
1
1
と
簡
1
0
は
い
ず
れ
も
日
迩
す
な
わ
ち
天
国
の
候
望
か
ら
帰
っ
て
直
接
候
官
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
り
、
L
3
0
と
L

61

ﾍ
都
尉
府
へ
出
頭
し
た
の
ち
帰
っ
て
復
命
し
た
も
の
で
あ
り
、
L
2
9
は
船
下
と
と
も
に
勤
務
地
を
離
れ
て
い
た
も
の
が
帰
還
し
て
報
告
し
た

も
の
で
あ
り
、
簡
1
4
の
ほ
か
し
5
1
も
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
一
種
の
報
告
の
類
と
解
さ
れ
る
。
前
官
は
以
上
の
よ
う
な
各
種
の
報
告
に
も
と
づ

い
て
、
寡
黙
の
状
況
か
ら
吏
卒
の
動
静
に
い
た
る
ま
で
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
す
で
に

み
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
藁
蓑
で
は
こ
れ
ら
報
告
類
全
般
に
わ
た
っ
て
厳
重
な
査
察
を
加
え
、
候
黙
の
萸
卒
の
勤
務
上
の
あ

ら
ゆ
る
不
正
と
怠
慢
を
摘
発
す
る
監
督
の
目
を
た
え
ず
光
ら
せ
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
も
候
官
が
候
黙
を
統
率
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
決
し
て
形
式
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。

　
「
詣
官
」
簿
中
の
簡
1
は
、
あ
る
い
は
郵
便
物
遅
延
の
釈
明
の
た
め
に
、
簡
C
の
よ
う
な
中
継
の
日
時
と
中
継
者
の
記
録
を
持
参
し
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
勤
務
成
績
の
と
く
に
悪
い
者
は
L
2
の
ご
と
く
「
職
事
舞
状
」
と
し
て
候
官
で
身
が
ら
を
拘
束
す
る
こ
と
も
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
し
3
3
は
、
意
味
は
第
十
候
史
の
股
が
戌
卒
を
ひ
き
い
て
出
張
作
業
中
、
成
瀬
の
ひ
と
り
第
十
三
黙
認
高
鳳
が
逃
亡
し
、
徐
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武
な
る
男
と
争
っ
て
傷
害
を
加
え
た
の
は
、
股
の
監
督
不
行
き
届
き
だ
と
い
う
も
の
で
、
お
そ
ら
く
L
2
と
同
様
、
彼
も
候
官
に
身
が
ら
を
拘

束
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
召
さ
れ
て
官
に
詣
る
」
の
他
の
用
件
と
し
て
は
、
集
議
の
た
め
の
召
集
に
応
じ
て
出
頭
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
代
の
政
治
の
大
き
な
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
中
央
や
地
方
を
問
わ
ず
論
議
が
重
視
さ
れ
、
ま
た
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
辺
境
の
居
延
に
お
い
て
も
変
り
が
な
か
っ

た
。
た
と
え
ば

　
F
　
謂
甲
渠
候
官
豊
田
書
到
会
五
月
旦
琢
魚
期
如
律
令
　
　
　
／
橡
要
、
守
属
延
、
書
論
定
世
　
　
　
　
　
四
二
・
二
〇
　
　
図
三
四
〇

は
お
そ
ら
く
〔
居
延
〕
都
尉
府
か
ら
血
止
候
官
に
宛
て
た
山
田
と
思
わ
れ
る
が
、
　
「
文
書
を
受
取
っ
た
な
ら
ば
五
月
〔
朔
〕
の
早
朝
に
会
せ
よ
、

期
を
失
す
る
な
か
れ
」
と
厳
重
に
日
時
を
指
定
し
て
召
集
し
て
い
る
の
は
集
議
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
完
全
文
書
を
欠
く
た
め
に
内
容
は
判

明
し
な
い
が
、

　
G
図
官
会
月
廿
一
日
／
尉
史
遷
臨
　
　
　
　
＝
一
三
・
二
三
　

三
一
五
四

　
H
　
琢
忽
如
律
令
・
会
月
十
六
日
　
　
　
　
　
五
五
二
一
三
　
　
三
二
五
三
　
甲
三
九
三

の
よ
う
に
「
月
の
廿
一
日
に
会
せ
よ
」
「
月
の
十
六
日
に
会
せ
よ
」
と
い
う
表
現
を
も
っ
た
素
心
類
は
お
お
む
ね
集
議
の
た
め
の
召
集
と
解
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。
ロ
！
ウ
ェ
氏
の
考
証
に
よ
る
と
「
詣
官
」
簿
の
う
ち
L
1
か
ら
し
9
ま
で
と
し
4
6
は
紀
元
前
五
六
年
な
い
し
は
紀
元
二
年
の

年
代
が
与
え
ら
れ
、
L
1
0
か
ら
L
3
8
ま
で
は
紀
元
前
五
五
年
な
い
し
は
紀
元
三
年
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
前
者
の
グ
ル
ー

プ
で
は
し
8
と
し
9
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
し
1
9
、
L
2
0
、
L
2
1
な
ど
複
数
の
者
が
同
日
も
し
く
は
了
い
前
後
し
て
候
宮
に
到
着
し
て
い
る

の
も
、
集
議
の
た
め
の
召
集
に
応
じ
て
出
頭
し
た
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
候
官
で
の
集
議
は
候
黙
の
運
営
上
の
問
題
も

も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
多
く
は
都
尉
府
な
ど
上
級
官
庁
か
ら
の
命
令
を
伝
達
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
命
令
を
徹

底
さ
せ
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
集
議
は
、
二
日
が
一
定
し
て
い
な
い
た
め
に
定
期
的
な
会
合
と
は
い
え
な

い
が
、
　
「
月
の
何
日
に
会
せ
よ
」
と
い
う
表
現
か
ら
し
て
、
協
議
事
項
や
連
絡
事
項
が
あ
る
ご
と
に
か
な
り
頻
繁
に
開
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
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れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
「
召
さ
れ
て
官
に
詣
る
」
よ
り
し
て
、
候
官
が
先
ず
そ
の
職
掌
と
し
て
、
上
級
官
庁
か
ら
の
命
令
を
下
部
の
候
や
黙
に
伝
え

て
集
議
し
、
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
候
黙
を
統
率
し
、
職
務
上
の
違
反
や
怠
慢
を
厳
重
に
監
視
す
る
任
務
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
候
官
が
常
時
の
査
察
を
通
じ
て
官
吏
の
勤
務
評
定
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
先
の
L
2
な
ど
の
資
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に

法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
官
吏
の
勤
務
評
定
を
行
う
の
も
、
ま
た
候
官
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
漢
の
官
吏
の
昇
進
は
功
す
な
わ
ち
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
ら
と
、
労
す
な
わ
ち
勤
務
日
数
と
に
よ
っ
て
い
た
。
辺
境
の
官
吏
と
い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
が
武
吏
で
あ
る
が
、
彼
ら
は

　
1
　
北
辺
契
令
第
四
候
長
候
史
日
即
詠
将
軍
吏
労
二
日
皆
当
三
日
　
　
　
　
　
一
〇
・
二
八
　
　
図
二
九
甲
八
七

と
あ
る
北
辺
契
令
に
よ
っ
て
、
労
二
日
が
三
日
に
加
算
さ
れ
る
優
遇
措
置
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

　
J
　
功
令
第
甜
二
士
吏
候
長
蒸
黙
長
常
業
令
秋
試
射
以
六
為
学
堂
六
盗
男
爵
十
五
日
　
　
　
　
　
二
八
五
・
一
七
　
　
詰
軍
七
一
　
甲
一
五
四
二

と
あ
る
功
令
に
よ
っ
て
士
吏
、
候
長
、
黙
長
ら
は
毎
年
秋
に
は
弓
射
の
試
験
を
さ
れ
、
成
績
優
秀
な
も
の
に
は
労
が
加
算
さ
れ
た
。
こ
の
功
令

第
四
十
五
の
規
定
で
は
各
自
矢
1
2
本
を
発
射
し
、
的
中
し
た
矢
6
本
を
基
準
に
、
そ
れ
以
上
の
成
績
を
お
さ
め
る
と
矢
1
本
に
つ
き
労
1
5
日
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
溶
射
の
試
験
を
磁
壁
と
い
う
。
　
「
詣
官
」
簿
の
う
ち
L
3
は
実
際
に
秋
射
を
う
け
る
た
め
に
射
具
を

持
参
し
て
候
官
に
出
頭
し
た
も
の
で
あ
り
、
L
2
7
は
黒
具
を
持
参
し
な
か
っ
た
た
め
に
弩
で
代
用
し
た
記
録
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
盲
射
が
候
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
応
需
の
『
看
官
儀
』
に
よ
る
と
、
兵
士
の
試
験
は
八
月
に
実
施
さ
れ
る
の
が
規
定
で
あ
っ
た
。
L
3
で

は
八
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
L
2
7
の
場
合
は
「
月
の
廿
八
日
に
会
せ
よ
」
と
の
命
令
を
う
け
て
七
月
に
候
官
に
出
頭
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
し
で
、
十
月
の
上
計
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
郡
国
の
資
料
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
辺
郡
の
候
官
で
は
七
月
な
い
し
は
八
月

上
旬
に
は
秋
射
を
行
う
の
が
慣
習
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

　
K
　
勾
欄
甲
渠
逆
馬
貫
長
三
乗
王
琢
何
　
　
　
r
　
五
鳳
元
立
秋
以
令
着
発
矢
十
二
中
幣
六
当
　
　
　
　
　
　
　
三
＝
一
．
九
　
　
図
星
五
五
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．
　
甲
一
六
六
九

は
逆
胡
貫
長
王
欝
何
の
五
臓
元
年
の
秋
射
の
成
績
で
、
1
2
本
中
6
本
が
的
中
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
秋
思
の
結
果
は
こ
の
よ

う
に
個
人
ご
と
に
記
録
さ
れ
、
候
官
で
は
こ
れ
を
一
括
し
て
他
の
勤
務
状
況
に
関
す
る
資
料
と
と
も
に
都
尉
府
へ
報
告
さ
れ
た
。
し
か
し
労
を

賜
わ
る
い
わ
ゆ
る
賜
労
の
実
際
の
認
下
は
太
守
府
に
お
い
て
下
さ
れ
た
。

　
M
　
五
十
三
年
十
月
甲
辰
朔
卜
書
居
三
都
無
徳
丞
延
寿
異
言
之
甲
渠
這
出
事
書
言
候
長
賢
重
留
積
三
百
廿
一
日
以
令
息
労
百
六
十
日
半
日
謹

　
　
　
移
賜
労
名
籍
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
一
五
九
・
一
四
　
　
図
ご
五
九
　
甲
九
四
一

こ
の
簡
は
居
延
都
尉
の
徳
が
丞
の
延
寿
と
連
名
で
、
甲
渠
候
官
長
で
あ
る
焔
管
の
報
告
書
に
も
と
づ
き
、
候
長
の
賢
に
対
し
て
法
令
ど
う
り
2

対
1
の
割
合
で
労
を
与
え
る
よ
ヶ
上
申
し
た
文
書
で
、
受
信
者
は
太
守
府
の
功
曹
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
県
官
」
簿
の
う
ち
簡
1
5
は
、

そ
う
し
た
手
続
の
の
ち
太
守
府
の
認
可
の
通
知
を
う
け
て
労
を
も
ら
う
た
め
に
候
官
へ
出
頭
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
し
2
7
の
簡
に
「
上
功
」

と
あ
り
、
同
様
な
用
語
は
L
3
1
、
L
5
2
に
も
見
え
る
。
こ
の
場
合
の
功
は
手
が
ら
と
い
う
意
味
よ
り
は
、
む
し
ろ
勤
務
の
実
績
を
記
録
し
た
履

歴
書
ふ
う
な
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
し
は
た
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
履
歴
書
は
単
に
弁
済
の
際
だ
け
で
は
な
く
、
L
3
1
や
L
5
2
の
よ

う
に
必
要
に
応
じ
て
常
時
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
と
に
、
L
5
2
の
「
平
」
を
「
評
」
の
意
に
解
す
る
な
ら
ば
、
時
に
は
評
議
に
か
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
て
昇
進
や
除
虫
は
、
以
上
の
よ
う
な
勤
務
評
定
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
「
詣
官
」
豊
中
L
1
2
の
簡
は
黙
長

か
ら
候
史
心
得
に
抜
擢
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
L
3
9
と
L
5
4
の
両
親
は
初
め
て
黙
長
に
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
将
官
に
出
頭
し
て

い
る
の
は
、
候
官
で
辞
令
を
も
ら
い
赴
任
す
る
た
め
で
あ
る
。
で
は
当
時
、
候
官
以
下
の
官
吏
の
任
免
権
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
候
宮
長
で
あ
る
候
は
秩
は
比
六
百
石
で
あ
っ
た
。
ま
た
候
の
副
官
に
あ
た
る
尉
（
塞
尉
）
は

　
N
　
・
右
翼
尉
一
人
秩
二
百
石
　
已
得
七
月
盤
九
月
積
三
月
奉
用
銭
六
千
　
　
、
　
　
二
八
二
・
一
五
　
　
図
二
六
二
　
甲
一
五
〇
九

と
い
ヶ
俸
給
の
受
領
簿
に
よ
り
秩
は
二
百
石
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
に
よ
る
と
、
県
令
で
千
石
か
ら
六
百
石
、
県

119 （741）



の
丞
や
尉
で
四
百
石
か
ら
二
百
石
で
あ
る
か
ら
、
候
は
県
令
、
尉
は
県
の
丞
や
尉
の
秩
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
候
官
で
は
候
と
尉
の
二
人

が
い
わ
ゆ
る
長
吏
で
あ
り
、
あ
と
の
軍
吏
以
下
、
里
長
、
黙
長
に
い
た
る
ま
で
い
ず
れ
も
百
石
以
下
の
軍
吏
で
あ
っ
た
。
仮
に
軍
官
を
県
に
お

き
か
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
少
童
の
任
免
は
す
べ
て
県
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
骨
導
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
候
官
の
少
吏

の
任
免
権
は
都
尉
府
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
0
　
候
長
三
園
王
覇
坐
番
辮
護
不
勝
任
免
移
名
府
・
一
事
集
封
　
　
　
　
八
月
丙
申
橡
同
封
　
　
　
　
　
三
一
七
・
二
一
　
燈
下
二
八

　
　
　
甲
二
四
二
七

こ
れ
は
発
信
文
書
を
記
録
し
た
選
録
の
断
片
で
、
上
段
か
ら
発
信
文
書
の
内
容
、
文
書
の
数
、
発
信
耳
目
と
発
信
責
任
者
名
の
順
で
記
さ
れ
て

い
る
。
内
容
は
、
候
長
の
王
彊
と
王
霧
が
そ
の
任
務
に
堪
え
ず
免
職
処
分
に
し
た
に
つ
き
彼
ら
の
名
を
府
に
通
知
す
る
と
い
う
も
の
で
、
発
信

責
任
者
は
橡
の
彊
と
な
っ
て
い
る
。
橡
は
都
尉
府
以
上
の
役
所
に
お
か
れ
る
属
官
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
書
を
発
信
し
た
官
庁
は
都
尉
府
か
太

守
府
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
太
守
府
が
直
接
に
軍
吏
を
免
職
し
て
そ
の
名
を
都
尉
府
に
通
知
す
る
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
彊
は
都

尉
府
の
橡
で
あ
り
、
弁
官
か
ら
の
報
告
や
資
料
に
も
と
づ
い
て
都
尉
府
で
候
長
を
免
職
し
、
そ
の
結
果
を
太
守
府
に
報
告
し
た
と
み
る
の
が
妥

　
　
　
　
⑦

当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
前
漢
時
代
の
制
度
で
あ
っ
て
、
　
『
続
漢
書
』
郡
国
志
に
み
え
る
県
と
同
列
に
お
か
れ
た
候
官
ま
で
も

属
官
の
人
事
権
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
甥
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
詣
官
」
簿
の
中
で
そ
の
ほ
か
吏
卒
の
勤
務
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
簡
2
に
「
官
に
詣
り
て
自
ら
言
う
」
と
あ
る
。
当
時
、
個
人
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
が
ら
を
お
か
み
に
申
告
す
る
文
書
の
こ
と
を
早
書
と
い
い
、
そ
の
文
体
は
「
某
自
言
」
と
い
う
形
で
始
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
の
「
自
言
し

も
同
じ
意
味
と
解
さ
れ
る
。
居
延
に
お
け
る
髪
書
に
は
貸
借
関
係
の
も
の
が
特
に
多
い
と
こ
ろ
が
ら
、
第
十
二
黙
長
の
長
は
あ
る
い
は
後
述
の

よ
う
な
借
金
の
取
立
て
を
候
官
に
訴
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
」
1
6
、
簡
3
、
簡
4
は
父
母
の
喪
の
た
め
に
休
暇
を
と
り
に
将
官
に
出
頭
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
し
7
と
簡
1
7
は
通
行
証
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
符
は
『
説
文
音
字
』
に
「
符
は
信
な
り
。
漢
の
制
は
長
さ
六
寸
な
る
を
以
て
し
、
分
ち
て
相
い
合
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
竹
や

120　（742＞



居延漢簡にみる候官についての一試論（永田）

銅
や
木
の
表
に
文
字
を
記
し
、
こ
れ
を
二
分
し
て
別
々
に
保
管
し
、
必
要
な
時
に
両
者
を
論
わ
せ
て
文
宇
が
も
と
ど
お
り
に
な
れ
ば
、
は
じ
め

て
信
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
軍
隊
の
発
動
に
用
い
ら
れ
る
銅
製
符
と
か
其
の
他
の
国
家
の
重
要
事
項
の
伝
達
に
用
い
ら
れ
る
竹
使
符
は
、
そ

の
典
型
で
あ
る
が
、
符
は
ま
た
通
行
証
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

　
P
　
始
元
七
年
閏
月
甲
辰
居
延
与
金
関
為
出
入
六
寸
符
券
歯
羊
雲
第
一
至
千
左
叢
薄
右
移
金
関
符
合
以
従
事
　
　
　
　
第
八

　
　
　
六
五
・
七
　
　
図
一

こ
れ
は
北
の
居
延
滞
か
ら
南
の
卒
業
金
関
に
出
入
の
符
を
送
っ
た
文
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
居
延
に
は
符
の
左
半
分
、
肩
水
金
関
に
は
右
半
分

を
お
き
、
こ
の
区
問
の
通
行
に
は
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
符
の
半
分
を
携
帯
し
、
両
者
の
符
を
合
わ
せ
て
一
つ
に
な
っ
た
と
き
、
通
行
証
と
し

て
の
効
力
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
通
行
立
と
い
っ
て
も
広
範
囲
の
旅
行
に
通
用
す
る
繁
と
は
異
り
、
符
は
特
定
の
関
を
通
過
す
る
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

的
短
距
離
の
往
来
に
用
い
ら
れ
た
。
L
7
の
簡
は
臨
野
並
長
の
威
が
候
黙
で
必
要
な
薬
を
買
う
た
め
に
候
官
に
出
頭
し
て
「
福
住
」
し
た
と
あ

る
。
　
「
封
符
」
の
意
味
は
十
分
明
ら
か
で
な
い
が
、
　
「
詣
官
」
簿
の
孤
例
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
苧
環
の
下
に
は
必
ず
動
詞
が
く
る
か
ら
封

は
動
詞
に
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
す
れ
ば
封
は
封
印
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
　
「
封
着
」
と
は
文
字
ど
お
り
に
は
符
す
な
わ
ち
通
行
証
に
封
印

す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
L
7
の
場
合
、
軍
事
地
帯
で
は
薬
が
手
に
入
ら
ず
、
慈
眼
半
長
の
威
は
候
官
地
区
を
出
て
居
延
県
あ
た

り
ま
で
行
っ
て
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
途
中
に
は
永
延
県
索
関
が
あ
り
、
こ
れ
を
通
過
す
る
た
め
に
は
符
を
携
帯

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
候
官
に
出
頭
し
て
符
を
発
行
し
て
も
ら
う
行
為
が
、
す
な
わ
ち
「
詣
官
下
汐
」
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
候
官
は
ま
た
通
行
証
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
通
行
証
の
存
在
か

ら
い
え
ば
、
先
の
L
1
6
、
簡
3
、
簡
4
は
た
だ
単
に
親
の
喪
の
た
め
に
休
暇
を
と
り
に
候
官
に
出
頭
し
た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
外

出
許
可
証
を
か
ね
た
郷
里
ま
で
の
通
行
証
を
発
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も
当
然
用
件
の
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と

は
、
漢
代
一
般
民
の
通
行
証
が
県
に
お
い
て
作
成
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
軍
事
地
帯
の
候
官
と
内
郡
の
県
と
の
間
の
職
掌
上

の
共
通
性
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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⑭

　
次
に
銭
穀
関
係
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
先
ず
吏
の
即
答
を
受
取
る
た
め
に
候
官
に
出
頭
し
て
い
る
。
　
「
警
官
」
簿
の
中
で
は
し
1
4
、
L
3
4

と
L
3
5
、
L
4
9
、
簡
7
、
簡
9
の
ほ
か
、
下
半
分
を
欠
い
て
い
る
が
し
4
5
も
こ
れ
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
簡
9
に
「
禄
」
と
あ
る
の
は
、
王

葬
時
代
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
、
い
ず
れ
も
候
長
な
い
し
は
候
史
が
代
表
し
て
候
の
吏
の
ほ
か
候
の
管
轄
下
に
あ
る
里
長
の

俸
銭
を
受
取
る
仕
組
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
「
妄
評
の
奉
を
受
け
る
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
幸
区
と
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
侯
史
吏
已
取

　
Q
　
呑
遠
部
　
　
呑
北
黙
長
為
已
取
　
　
今
取
三
千
六
百
　
　
　
　
　
二
二
・
二
九
　
　
詩
興
〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
萬
年
黙
長
已
取

こ
れ
は
呑
遠
里
で
の
黒
暗
支
払
の
明
細
簿
の
断
片
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
単
に
候
の
吏
だ
け
で
は
な
く
呑
北
黙
と
萬
年
黙
の
二
人
の
黙
長
に
も

支
払
わ
れ
て
い
る
の
が
、
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。
後
述
の
食
糧
の
受
取
り
と
は
異
り
、
俸
銭
の
受
取
り
に
は
候
長
や
候
史
な
ど
候
の
責
任
者

が
出
か
け
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
現
金
の
取
扱
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
俸
銭
は
す
べ
て
賦
銭
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。

　
R
　
・
凡
入
賦
銭
辮
万
八
千
八
十
　
　
　
　
　
二
塁
五
・
二
二
　
　
図
三
七
一
　
甲
一
五
四
九

こ
れ
は
帳
簿
の
最
後
に
あ
た
る
部
分
す
な
わ
ち
帳
尻
で
、
甲
渠
候
官
に
送
ら
れ
て
き
た
賦
銭
の
総
計
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
か
ら

俸
銭
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば

　
S
　
出
賦
銭
八
万
一
百
　
給
佐
史
八
十
九
人
十
月
奉
　
　
　
　
　
一
六
一
・
五
　
　
図
二
九
三
　
甲
九
五
七

と
あ
る
候
宮
の
金
銭
出
納
簿
の
断
片
よ
り
知
ら
れ
る
。
し
か
し
賦
銭
は
俸
銭
の
支
払
い
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

真
帆
の
中
に
占
め
る
俸
銭
の
比
率
は
か
な
り
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
候
官
や
候
黙
の
必
需
品
で
買
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
の
え
る
べ
き
も
の
は
す
べ
て
賦
銭
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
思
懸
徴
収
の
本
来
の
性
格
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
場
合
に
、
候

や
黙
に
現
金
で
渡
す
の
は
俸
銭
だ
け
で
、
他
の
必
需
品
は
す
べ
て
議
官
で
購
入
し
、
候
黙
に
は
現
物
を
支
給
す
る
の
が
建
前
で
は
な
か
っ
た
か
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と
考
え
る
。
理
由
と
し
て
は
、
先
ず
候
や
黙
で
現
金
を
使
用
し
て
お
れ
ば
他
の
例
か
ら
い
っ
て
も
議
官
に
宛
て
て
報
告
し
た
出
納
簿
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
破
城
子
出
土
簡
の
中
に
は
多
数
の
金
銭
出
納
簿
の
断
片
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
婦
警
名
を

付
し
た
り
、
あ
る
い
は
明
ら
か
に
候
や
黙
の
出
納
簿
だ
と
判
定
さ
れ
る
も
の
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
え
っ
て

　
T
　
出
銭
四
千
五
百
　
八
月
乙
丑
給
令
史
張
卿
為
市
　
　
　
　
　
二
五
八
・
四
　
　
図
南
三
六

　
U
　
出
銭
六
十
七
　
　
　
　
八
月
丁
巳
付
尉
三
寿
昌
乱
読
二
三
斤
　
　
　
　
　
二
六
七
二
二
　
　
図
二
七
一
　
甲
一
四
〇
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
か
わ

の
よ
う
に
候
官
の
令
史
に
現
金
を
渡
し
て
買
物
を
さ
せ
た
り
、
同
様
に
尉
史
に
現
金
を
渡
し
て
膠
を
買
付
け
さ
せ
た
り
し
て
い
る
簿
録
が
あ
る

こ
と
は
、
購
入
の
主
体
は
も
っ
ぱ
ら
候
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
理
由
の
第
二
と
し
て
は
、
仮
に
現
金
を
支
給
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
現

地
で
ま
と
ま
っ
た
量
の
各
種
必
需
物
資
を
購
入
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
必
需
品
の
購
入
の
た
め
に
は
し
7
の
よ
う
に
一
度
毒
筆
に

田
頭
し
て
通
行
証
を
も
ら
い
、
軍
事
地
帯
以
外
の
地
ま
で
出
か
け
ね
ば
な
ら
ず
、
結
局
は
現
金
支
給
の
意
味
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
候
黙
の
必
需
物
資
は
窮
達
で
購
入
し
た
中
か
ら
支
給
さ
れ
る
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
候
宮
に
出
頭
し
、
そ
こ
で
現
金
を
も
ら
っ
て
買
い

に
出
か
け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
L
7
は
後
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
つ
ま
り
現
金
の
取
扱
い
は
候
官
ま
で
で
候
黙
で
は
い
つ
さ
い

扱
わ
ず
、
例
外
は
俸
銭
だ
け
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
俸
給
が
現
金
で
支
払
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
辺
境
地
帯
に
か
な
り
の
賞
幣
流
通
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
う
り
　
　
か
け
が
い

事
実
そ
れ
を
裏
が
き
す
る
も
の
と
し
て
、
私
的
な
貰
売
や
貰
買
の
盛
行
と
、
そ
れ
に
原
因
す
る
多
数
の
訴
訟
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
V
　
Z
長
徐
宗
　
　
自
言
責
故
三
七
学
長
石
延
寿
菱
銭
少
二
百
八
十
数
責
不
可
得
　
　
　
　
　
三
・
六
　
　
図
五
六
九
甲
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぐ
さ

は
三
燃
黙
長
の
徐
宗
か
ら
の
申
し
立
で
、
内
容
は
三
宮
丈
長
の
石
延
寿
に
貸
し
た
葵
の
代
金
の
う
ち
ま
だ
二
百
八
十
銭
が
不
足
し
て
お
り
、
い

ぐ
ら
催
促
し
て
も
返
済
し
な
い
こ
と
を
訴
え
た
も
の
で
あ
砺
f
」
れ
な
ど
は
先
蕎
2
の
藷
官
旦
亘
の
具
体
的
な
一
例
で
あ
る
・
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

急
撃
は
、
債
権
者
の
訴
え
に
も
と
づ
い
て
事
実
を
調
査
し
、
事
実
に
相
違
な
い
こ
と
が
判
讃
す
る
と
債
務
者
に
返
済
を
命
令
す
る
。
「
詣
官
」
簿
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の
う
ち
L
4
6
と
L
6
ひ
は
こ
う
し
た
手
続
の
後
、
賢
宰
の
命
令
を
う
け
て
返
済
金
を
候
官
に
持
参
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
4
6
は
「
延
水
の
卒

の
責
銭
を
持
っ
て
官
に
詣
る
」
と
い
う
言
い
か
た
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
L
6
0
で
は
「
官
に
詣
り
て
負
銭
を
還
す
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て

い
る
。
L
6
0
の
場
合
は
上
半
分
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
候
官
か
ら
借
り
た
金
を
返
済

し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
候
官
が
吏
卒
に
金
を
貸
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
落
勢
は
辺
境
の
軍
事

地
帯
の
貨
幣
経
済
の
中
で
更
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
推
測
の
域
を
脱
し
な
い
。
と
も
あ
れ
「
自
言
」
と
い
う

形
式
で
行
わ
れ
る
候
官
へ
の
提
訴
は
貸
借
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
貸
借
に
関
係
す
る
も
の
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
吏
卒
の
訴
え
を
う
け
て
、
い
っ
さ
い
の
後
始
末
を
す
る
の
が
、
ま
た
女
官
の
つ
と
め
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
辺
境
の
軍
事
地
帯
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
内
郡
よ
り
定
期
的
に
送
ら
れ
て
く
る
賦
銭
を
中
心
に
貨
幣
経
済
が
発

達
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
当
時
の
中
国
で
最
も
貨
幣
経
済
の
進
ん
だ
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
し
た
軍
事
地
帯
に
あ
っ
て
公
私
に
わ
た
る
経
済
生
活
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
候
宮
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
食
糧
す
な
わ
ち
穀
物
も
候
官
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
　
「
詣
官
」
簿
の
う
ち
L
1
0
、
L
1
5
、
L
2
2
、
L
2
3
、
L
2
4
、
L
5
7
に
み
え
る
「
稟
」

と
は
食
糧
と
し
て
の
穀
物
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
候
官
に
食
糧
を
受
取
り
に
行
っ
た
記
録
で
あ
る
。
ほ
か
に
L
4
7
も
下
半
分
を

欠
い
て
い
る
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
卒
の
部
と
は
、
先
の
L
1
4
な
ど
の
部
吏
の
部
と
同
じ
く
、
候
の
管
轄
範
囲
を

指
し
て
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
単
に
候
の
戌
卒
だ
け
で
は
な
く
、
所
轄
の
各
車
か
ら
若
干
名
の
戌
卒
を
つ
れ
て
看
官
に
出
頭
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
候
に
帰
っ
た
あ
と
で
分
配
す
る
上
で
の
便
宜
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
W
　
・
甲
渠
候
官
甘
露
五
年
二
月
穀
出
入
簿
　
　
　
　
　
八
二
・
六
　
　
図
三
一
五
　
甲
四
六
六

こ
れ
は
甲
渠
候
官
の
甘
露
五
年
二
月
の
穀
物
の
出
納
簿
の
表
紙
に
当
る
も
の
で
、
候
官
で
は
各
月
ご
と
に
出
納
が
記
録
さ
れ
た
。
ま
た
こ
う
し

た
穀
物
は

　
X
　
・
甲
渠
候
官
神
爵
五
年
五
月
田
官
輸
□
Z
　
　
　
　
　
二
七
一
・
一
〇
　
　
図
一
七
一
　
甲
一
四
二
四

124 （746）



居延漢簡にみる候官についての一試論（永田）

の
よ
う
に
田
官
か
ら
甲
渠
候
官
に
運
ば
れ
た
り
、
あ
る
い
は

Y
入
粟
大
至
蓋
石
攣
輔
始
建
国
五
年
育
令
史
受
首
唱
墓
豊
国
　
　
エ
ハ
三
図
δ
四

の
よ
う
に
、
王
葬
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
居
延
の
一
般
民
か
ら
候
官
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
後
者
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
お
そ

ら
く
特
殊
で
あ
り
、
多
く
は
前
者
の
よ
う
に
田
々
を
通
じ
て
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
田
官
と
い
う
の
は
農
都
尉
系
統
の
官
で
あ
る
。
　
『
続
漢

書
』
百
官
志
に
「
辺
郡
に
は
農
都
尉
を
置
い
て
屯
田
精
穀
を
主
ら
す
」
と
あ
っ
て
辺
郡
の
農
業
を
専
管
す
る
の
が
農
都
尉
で
あ
っ
た
。
『
漢
書
』

食
貨
志
に
い
う
よ
う
に
、
武
帝
の
末
年
、
葭
簾
一
帯
で
は
捜
粟
都
尉
の
譜
面
に
よ
っ
て
代
田
の
農
法
が
施
行
さ
れ
て
実
績
を
あ
げ
た
が
、
そ
う

し
た
代
田
経
営
お
よ
び
そ
の
倉
庫
で
あ
る
代
田
倉
の
監
理
は
す
べ
て
農
都
尉
の
管
轄
に
属
す
る
。
そ
し
て
上
露
の
食
糧
が
代
田
倉
か
ら
支
給
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
て
い
た
こ
と
は
、
居
曲
都
尉
府
下
の
珍
北
候
熟
通
藩
候
所
属
の
第
二
千
歯
関
係
の
一
連
の
穀
物
受
領
簿
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
だ
問
題
は
甲
虫
昇
官
の
中
に
は
名
園
倉
と
か
第
廿
三
（
黙
）
倉
、
収
虜
倉
と
い
っ
た
倉
庫
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
呑
遠
も
落
研
三
も
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

も
候
と
黙
が
お
か
れ
、
収
虜
は
黙
が
お
か
れ
た
場
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
倉
庫
が
は
た
し
て
代
田
倉
な
の
か
ど
う
か
。
も
し
代
田
倉
だ
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
倉
庫
も
ふ
く
め
て
甲
渠
候
官
の
食
糧
供
給
は
い
か
な
る
機
構
に
な
っ
て
い
た
の
か
。
も
し
も
代
田
倉
で
な
い
と
し
た
ら
い
か

な
る
種
類
の
倉
庫
な
の
か
と
い
っ
た
疑
問
が
お
こ
る
。
こ
れ
ら
は
究
極
の
と
こ
ろ
、
農
都
尉
と
軍
都
尉
と
の
機
構
並
に
管
轄
に
関
係
す
る
問
題

で
あ
り
、
別
に
関
係
文
書
の
集
成
を
ま
っ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
閲
題
で
あ
る
。

　
最
後
に
残
っ
た
「
詣
官
」
簿
に
省
卒
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
L
6
、
L
1
7
、
L
3
2
、
L
5
8
が
そ
れ
で
あ
る
。
省
卒
の
省
は
省
作
な
ど

　
　
　
　
⑰

と
も
熱
さ
れ
、
そ
れ
は
ま
た

　
Z
　
武
成
黙
卒
賞
則
　
　
二
月
十
五
日
面
亡
霊
罷
留
官
　
　
　
　
　
二
五
四
・
一
七
　
　
図
二
二
九
　
甲
＝
二
〇
五

と
あ
る
省
と
同
じ
用
語
で
あ
る
。
こ
の
簡
は
戌
卒
の
移
動
を
記
録
し
た
も
の
で
、
意
味
は
甲
渠
候
官
所
属
の
武
成
黙
の
卒
の
会
則
が
二
月
十
五

日
に
珍
北
候
官
に
省
し
、
現
在
帰
還
し
て
甲
渠
候
官
に
残
留
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
簡
の
例
か
ら
す
る
と
、
省
と
い
う
の
は
本

来
の
勤
務
地
を
離
れ
て
一
時
他
処
に
出
張
す
る
こ
と
を
指
す
も
の
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
持
場
を
離
れ
た
戌
卒
が
省
卒
で
あ
り
、
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彼
ら
が
他
処
で
作
業
す
る
こ
と
が
省
作
で
あ
る
α
　
「
省
卒
を
奪
い
て
（
或
は
送
っ
て
）
官
に
詣
る
」
と
い
う
が
レ
こ
れ
だ
け
の
記
録
で
は
そ
も

そ
も
串
張
の
目
的
地
が
将
官
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
処
に
行
く
途
中
に
警
官
に
立
寄
っ
た
の
か
、
も
ち
ろ
ん
仕
事
の
内
容
な
ど
知
る
よ
し
も
な

い
。
た
だ
し
3
2
の
簡
の
下
方
に
「
關
望
の
卒
の
趙
小
奴
は
十
二
月
と
正
月
の
食
の
配
給
を
受
け
た
」
と
墨
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
推

測
す
る
と
、
省
卒
を
ひ
き
い
て
候
官
に
来
た
と
い
う
こ
と
の
中
に
は
、
本
来
の
部
署
を
離
れ
て
他
処
で
仕
事
に
つ
く
関
係
上
、
あ
ら
か
じ
め
食

糧
の
配
給
を
受
け
る
た
め
の
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
簡
1
1
は
「
候
史
瀟
を
将
い
て
」
と
あ
り
、
ま
た
簡
5
に
は
「
警
吏
を
将
い

て
」
と
あ
っ
て
い
ず
れ
も
吏
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
集
議
の
た
め
の
出
頭
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

①
　
　
『
居
延
漢
簡
考
釈
隔
釈
文
之
部
、
商
務
印
書
館
、
一
九
四
九
。
　
『
居
延
漢
簡
』

　
考
釈
之
部
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
六
〇
。

②
　
米
田
賢
次
郎
「
帳
簿
よ
り
見
た
る
漢
代
の
官
僚
組
織
に
つ
い
て
」
　
（
東
洋
史
研

　
究
一
四
－
一
・
二
、
一
九
五
五
）
を
参
照
。
な
お
上
計
に
つ
い
て
は
鎌
田
重
雄
「
郡

　
国
の
上
計
」
　
（
同
『
平
緒
政
治
鯛
度
の
研
究
』
所
収
）
を
参
照
。

③
　
拙
稿
「
漢
代
の
集
議
に
つ
い
て
」
　
（
東
方
学
報
京
都
四
三
、
｝
九
七
二
）
を
参

　
照
。

④
　
大
庭
脩
「
漢
代
に
お
け
る
功
次
に
よ
る
昇
進
に
つ
い
て
」
　
（
東
洋
史
研
究
一
二

　
一
三
、
一
九
五
三
）
を
参
照
。

⑤
剛
直
「
凶
漢
唇
頭
研
究
」
　
（
同
『
両
漢
経
済
史
料
論
叢
』
所
収
、
一
九
五
八
）

　
に
よ
る
と
、
秋
射
は
都
尉
府
で
行
わ
れ
た
と
す
る
。
都
尉
府
に
直
属
す
る
吏
と
か

　
あ
る
い
は
騎
士
な
ど
は
都
尉
府
で
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
感
官
所
属
の
吏
お

　
よ
び
候
黙
の
吏
に
対
し
て
は
候
官
で
秋
射
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
破
城
子

　
出
土
の
「
詣
官
」
簿
、
L
3
、
L
2
7
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

⑥
応
瑚
『
軍
官
儀
』
上
、
雪
年
二
十
三
、
為
正
一
歳
、
以
為
衛
士
一
歳
、
畳
叩
官

　
騎
士
、
習
射
御
騎
馳
戦
陣
、
八
月
太
守
都
尉
令
長
丞
常
会
都
試
、
課
殿
最
。

⑦
　
こ
の
場
合
、
候
官
に
も
縁
が
お
か
れ
た
と
し
て
候
宮
で
候
長
を
免
職
し
、
そ
の

　
名
を
都
尉
府
に
報
告
し
た
と
み
る
こ
と
も
ま
っ
た
く
不
可
能
で
は
な
い
。
た
だ
候

　
官
に
橡
が
お
か
れ
た
例
が
他
に
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
と
、
ま
た

　
居
延
鍛
胡
限
…
長
龍
山
里
公
乗
楽
喜
年
滑
　
從
補
甲
渠
候
史
代
張
赦

　
　
三
・
一
九
　
図
五
二
六
言
路

　
の
よ
う
に
居
延
々
官
の
塾
長
が
甲
渠
候
官
の
谷
野
に
昇
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
二
つ
の
候
官
に
ま
た
が
る
異
動
が
行
わ
れ
て
い
る
点
、
少
吏
の
任
免
権
は
都
尉
府

　
に
あ
っ
た
と
み
る
ほ
う
が
穏
当
で
あ
る
。

⑧
大
庭
脩
…
「
愛
書
考
」
（
聖
心
女
子
大
学
論
叢
第
一
二
集
、
一
九
五
八
）
を
参
照
。

⑨
　
大
庭
脩
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
　
（
石
浜
先
生
還
暦
記
念
論
集
、
一
九

　
五
圏
）
を
参
照
。

⑩
俸
給
に
関
し
て
は
米
田
賢
次
郎
「
漢
代
辺
境
兵
士
の
給
与
に
つ
い
て
」
（
京
都

　
大
学
人
文
科
学
研
究
所
創
立
普
五
周
年
記
念
論
文
集
、
一
九
五
四
）
を
参
照
。

⑪
拙
稿
「
漢
代
人
頭
税
の
崩
壊
過
程
」
　
（
東
洋
史
研
究
一
八
一
四
、
一
九
六
〇
）

　
を
参
照
。

⑫
　
徐
宗
に
関
し
て
は
他
に
も
次
の
よ
う
な
愛
書
が
あ
る
。

　
三
二
館
長
徐
察
　
　
自
言
覇
鑓
亭
長
薯
就
上
銭
二
千
三
百
珊
四
責
不
可
得

　
　
　
三
・
四
　
　
悪
闘
二
七

⑭
　
注
⑧
の
大
庭
論
文
を
参
照
。

⑭
森
鹿
三
「
居
延
前
立
の
集
成
1
と
く
に
第
二
亭
食
簿
に
つ
い
て
一
…
」
（
束
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方
学
報
京
都
二
九
、
一
九
五
九
）
を
参
照
。

⑯
　
倉
鷹
の
簡
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
・
呑
遠
倉
建
昭
五
年
七
月
己
丑
以
□
聰
　
　
　
　
　
一
九
八
・
三

　
・
第
廿
三
黙
倉
建
平
五
年
十
一
月
吏
卒
当
食
者
総
裁
蚕
簿

　
　
図
二
四
二

　
・
収
虜
倉
三
夏
元
年
七
月
穀
出
入
簿
　
　
　
　
　
一
三
五
・
七

八図
IX　“

七二

図
二
〇
四

⑬
簡
番
号
六
入
・
八
七
の
簡
に
「
収
警
士
吏
」
と
あ
る
。
す
る
と
収
虜
に
は
黙
だ

　
け
で
な
く
候
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
収
虜
候
と
し
て
は
一
例
も
発
見
さ
れ
て

　
い
な
い
。
こ
こ
で
は
い
ち
お
う
黙
と
し
て
扱
い
、
疑
問
を
付
記
し
て
お
く
。

⑰
　
九
月
己
酉
卒
吾
丘
受
　
盤
暴
馬
豪
雄
九
日
（
下
略
）

　
九
月
庚
戌
卒
董
輔
省
作
廿
一
黙

　
九
月
癸
亥
卒
孫
安
世
省
作
廿
一
懸
　
　
　
　
　
一
四
五
・
三
三
　
　
図
一
八
七

四

心延漢簡にみる候官についての一試論（永田）

　
以
上
、
破
城
子
す
な
わ
ち
甲
蔦
葛
官
の
遺
祉
か
ら
出
土
し
た
「
無
官
」
簿
を
中
心
に
「
詣
官
」
の
内
容
の
分
析
か
ら
低
湿
の
機
能
を
さ
ぐ
っ

て
み
た
。
そ
の
結
果
、
心
心
は
基
本
的
に
は
都
尉
府
と
前
線
の
候
黙
の
中
間
に
あ
っ
て
候
黙
を
統
轄
し
、
都
尉
府
の
命
令
を
候
黙
に
伝
え
、
前

線
の
状
況
を
都
尉
府
に
報
告
す
る
パ
イ
プ
的
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
運
営
に
当
っ
て
は
頻
繁
に
集
議
を
開
い
て
命
令
を
徹
底
さ
せ
、
候
黙
よ

り
提
出
さ
れ
る
各
種
報
告
類
に
は
厳
重
な
査
察
を
加
え
、
職
務
上
の
違
反
や
怠
慢
を
厳
し
く
監
視
し
た
。
と
く
に
後
者
の
場
合
は
官
吏
の
勤
務

評
定
を
同
時
に
か
ね
て
お
り
、
時
に
職
務
怠
慢
の
か
ど
で
身
が
ら
を
拘
束
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
無
官
で
は
年
一
回
、
秋
射

と
よ
ば
れ
る
勤
務
評
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
官
吏
の
昇
進
や
任
免
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
辞

令
の
交
付
、
倉
卒
の
提
訴
の
処
理
か
ら
休
暇
の
手
続
、
通
行
証
の
発
行
な
ど
、
す
べ
て
候
官
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
内
郡
か
ら
送
ら
れ
て
候

官
に
届
い
た
賦
銭
は
吏
の
俸
銭
の
支
払
の
ほ
か
は
原
則
と
し
て
候
官
に
プ
ー
ル
さ
れ
、
候
宮
の
責
任
に
お
い
て
必
需
品
の
購
入
そ
の
他
に
あ
て

ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
候
黙
で
は
金
銭
は
扱
わ
ず
、
必
需
品
は
す
べ
て
候
宮
よ
り
現
物
で
支
給
さ
れ
る
の
が
建
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
候

官
が
吏
卒
ど
う
し
の
借
金
の
返
済
に
職
権
を
も
っ
て
介
入
す
る
こ
と
も
ふ
く
め
て
、
辺
境
軍
事
地
帯
に
お
け
る
公
私
の
経
済
生
活
の
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
食
糧
と
し
て
の
穀
物
の
支
給
も
候
官
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
候
官
は
軍
事
基

地
と
い
っ
て
も
単
な
る
軍
隊
の
駐
屯
地
と
し
て
で
は
な
く
、
兵
姑
基
地
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
候
官
の
職
掌
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の
中
に
は
県
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
候
官
長
た
る
候
が
県
令
と
同
秩
で
あ
る
と
い
う
類
似
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
外
し
て
も
、

候
官
が
早
寒
の
公
私
の
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
深
く
関
与
し
て
い
る
点
、
辺
境
に
か
ぎ
ら
ず
軍
事
地
帯
で
は
県
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
候
官
が

お
か
れ
る
に
い
た
る
一
つ
の
理
由
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
は
じ
め
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
小
論
は
「
詣
官
」
簿
と
い
う
写
録
の
断
片
を
も
と
に
器
官
の
機
能
の
一
端
を
さ
ぐ
っ
た
に
過
ぎ
ず
、

文
中
に
提
起
し
た
多
く
の
仮
説
を
立
証
す
る
作
業
と
と
も
に
、
よ
り
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
の
候
官
文
書
の
集
成
を
ま
っ
て
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
最
後
に
「
詣
官
」
簿
に
つ
い
て
一
言
つ
け
加
え
て
お
く
。
第
二
節
に
あ
げ
た
「
詣
官
」
簿
を
一
覧
し
て
気
づ
く
こ
と
は
、
候
官
へ
の
出

頭
者
が
候
長
、
候
吏
、
士
吏
、
黙
長
と
い
っ
た
い
ず
れ
も
候
や
黙
の
吏
ば
か
り
で
、
成
卒
の
「
詣
富
」
簿
が
一
例
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
で
は

成
卒
が
ま
っ
た
く
候
官
へ
行
か
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
居
延
都
尉
府
な
ど
よ
り
甲
羅
候
官
に
宛
て
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
郵
便
物
は
第
七
黙
、
第
八
黙
、
第
十
黙
の
成
卒
が
常
盤
に
届
け
て
い
る
。
ま
た
食
糧
を
受
取
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
省
卒
と
な
っ
て
福
長
や

面
長
に
引
率
さ
れ
て
候
官
に
出
頭
し
た
諸
島
は
す
で
に
前
節
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
詣
官
」
忌
中
に
野
望
の
単
独
の
簡

が
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
船
瀬
は
単
な
る
運
搬
や
作
業
に
従
事
す
る
だ
け
で
、
候
窟
と
候
黙
と
の
問
の
主
要
な
連
絡
と
か
、
あ
る
い
は
俸
給
や

食
糧
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
物
品
の
授
受
な
ど
は
、
す
べ
て
吏
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
「
詣

官
」
簿
と
は
、
そ
う
し
た
候
黙
の
責
任
者
が
血
続
に
出
頭
し
た
際
の
着
到
簿
で
あ
り
、
記
録
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
①
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肱
稿
「
天
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漢
兀
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燵
際
憎
憎
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を
参
照
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nishu　of　Settsu　was　established　after　the　fifth　year　of　Tenmon．　Besides，

1　add　the　reason　why　the　regime　ruined，　that　is，　why　Miyoshi　Nagayo－

shi三好長慶rose　up．

AConsideration　on　Suiko出挙；

by

Y．　Funao

　　The　note　of　the　dead　men　of　Bitchiu備中charged　with　Taizei大

税in　the　eleventh　year　of　Tempyo天平in　the　Syosoin－1）ocuments正

倉院文書is　a　precious　resource　for．stUdying　concretely．on　Syo2ei．sutka

正税出挙in　relation　to　the　individual　peasant．　In　this　article，1’11　rein－

vest圭gate　how　5％魏。出挙really　was　mainly　through　the　ana！ysis　6f　this

document．

　　As　the　result　of　that　investlgation，　it　is　asserted　that　landlords　below

the　rank　of　GMnji君IS司　made　skillful　use　of　the　institution　of　the　debt

immunity　of　the　dead　and　that　they　manageq　．　the　Syozei－Suifeo　system

privately　and　1　examine　tke　process　on　vsihicla　they　controlled　the

peasantry　under　their　inf担ence　by　public　and　private　S％鋭。出挙and

made　themselves　conspicuous．

An　Essay　on　the　Hoza－kuan赤点ApPeared　in　Chu一ツen心延

　　　　　　　　　　　　Archives　in　the　Han漢Period

　　　　　　　　　　Especially　on　the‘｝Yi－kuan　Pu’詣官簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FOund　in　1）’0－ch’eng－t2u破城子

by

H．　Nagata

　　Han　dynasty　had　been　suffering　froln　the　Hsiong－nu飼奴invaslon

from　the　early　days，　but　under　Wu－di武帝Han　began　to　take　offensive。

In　115　B．　C．　Han　succeeded　in　driving　the　Hsiong－nu　away　from　Ho一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（771）



hsi河西district　into　the　north　of　the　Desert．　Four　countles，　Chavag．yi

脂身，Ch’iu－chuan酒泉，　Tun－huan敦煙and　VV％一wei武威，　were　set　in

that　district　to　clear　the　way　tq　the　western　countries　and　protect　it

against　the　invading　Hsiong－nu．　ln　1930　a　lot　of　wood－plate　archives

were　found　in　Ohpt－yen，　a　military　base　at　the　front．　They　are　called

Chu－yen　Archives．

　　In　this　article　1　would　like　to　investigate　into　the　functions　and　duties

of　the　hou－feuan，　which　has　hardly　been　studied　uRtil　now，　by　using　a

series　of　archives　found　in　the　grave　of　Chia・chu－hou－kuan甲渠候官．　I

will　call　them　‘　Yi－leuan　Pu’　for　the　present．　After　investigating　them

I　came　to　the　conclusion　as　follows；　Hou－leuan　is　a　mediator　between

Tuwei－fu都威府，　the　headquarters　and　hou－tu候隊，　a　force　at　the　front；

He　command　the　hou－ta，　delivers　the　order　of　Ttt－wei－fu　to　the　hou－tu，

and　on　the　other　hand，　tells　the’condition　of　the　front　lines　to　Tu－wei－

fu；　Putting　the．duties　into　practice　he　often　calls　a　meeting　to　make

the　order　thoroughly　understood；　He　inspects　the　reports　presented　by

the　hou－tu　strictly，　keeps　a　close　check　on　the　violation　and　negligence

of　the　oMcials　and　soldiers：　Hou－tbl　does　all　the　oMce　works　about
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

them；　ln　additioR　to　the　delivery　of　the　provisions，　he　takes　charge　of

the　military　fund　sent　from　the　inner　counties，　and　buys　the　requisites

for　the　hou－tM　；　We　must　pay　special　attention　to　it　that　hou－leuan　takes

a　leading　part　in　the　public　and　private　econoMic　life　ili　that　district．

発
行
人

印
刷
所

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
佐
　
　
伯
　
　
　
富

京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
日

中
村
印
刷
株
式
会
社

史吟

興

（
第
五
六
巻
第
五
昇
ψ

年
八
月
二
五
日
印
刷

年
九
月
一
日
発
行

定
価
四
五
〇
円

　
本
誌
五
十
六
巻
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
佐
竹
靖
彦

氏
論
文
「
義
の
観
念
の
社
会
的
展
開
に
つ
い
て

i
一
斗
周
～
前
漢
－
」
の
う
ち
、
第
一
期
図
1

（
六
十
九
頁
）
と
第
二
期
図
皿
（
七
十
頁
）
の
図

表
が
い
れ
か
わ
り
ま
す
。

丁
一一

鼾
v

正

　
総
会
で
、
水
津
会
計
担
当
理
事
か
ら
報
告
の
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
雑
誌
生
産
費
を
は
じ
め
と
す

る
諸
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
本
会
の
経
済
状
態
は
非

常
に
苦
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
紙
不

足
と
い
う
事
態
も
か
ら
み
、
本
誌
の
刊
行
が
お
く

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
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